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〔
要
約
】
渡
辺
峯
山
の
洋
学
研
究
の
性
格
を
、
研
究
を
始
め
、
進
め
て
い
っ
た
環
境
と
、
そ
の
成
果
で
あ
る
「
西
洋
事
情
御
答
書
」
　
「
慎
機
論
」
　
「
獣
　
　
～

雷
或
問
」
か
ら
考
察
し
た
。
特
に
、
彼
の
洋
学
研
究
が
、
洋
学
史
上
盛
行
期
に
入
る
天
保
期
に
あ
っ
て
、
そ
の
学
問
観
倫
理
観
の
上
に
研
究
の
成
果
を
組
　
　
…

立
て
・
警
下
期
輿
論
を
騰
し
て
い
る
事
・
及
び
彼
の
洋
誹
究
の
彙
も
て
の
批
判
精
蓼
・
質
的
霜
違
は
あ
る
が
・
洋
拝
上
・
む
し
皇
｝

流
露
に
あ
っ
た
司
罵
江
漢
の
後
を
う
け
る
も
の
と
し
て
考
え
て
み
た
。
戦
後
の
洋
学
研
窪
、
沼
田
次
饗
の
「
葉
落
籍
」
を
始
め
と
し
、
岡
村
千
｝

曳
氏
の
「
紅
毛
文
化
史
話
」
、
佐
藤
畠
黒
氏
の
諸
論
文
、
あ
る
い
は
諸
藩
の
洋
学
、
洋
掌
資
料
の
発
見
等
、
多
く
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
先
　
　
一

学
の
業
績
に
導
か
れ
、
洋
学
史
の
二
三
の
問
題
点
を
考
え
、
か
つ
、
洋
学
史
の
一
つ
の
流
れ
と
し
て
、
洋
学
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
　
　
…

か
ら
政
治
・
社
会
を
批
判
し
た
入
・
の
中
吉
江
漢
・
山
雷
、
演
習
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
洋
学
研
窪
就
て
考
察
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
　
　
｝

　
誉
れ
た
画
家
で
あ
り
、
熱
心
な
洋
学
研
究
家
で
あ
り
、
憂
世
の
藩

重
役
で
あ
っ
た
渡
辺
畢
山
を
論
じ
た
著
作
は
甚
だ
多
い
と
い
わ
ね
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
ら
な
い
。
特
に
、
藤
田
茂
吉
氏
の
「
文
明
東
漸
史
」
以
来
、
　
「
蛮

社
の
獄
」
を
洋
学
者
。
洋
学
研
究
家
へ
の
思
想
的
学
問
的
弾
圧
と
み

て
、
畢
由
を
そ
の
犠
牲
者
の
中
心
人
物
と
み
る
事
か
ら
、
　
「
蛮
社
の

獄
」
へ
の
評
価
の
多
く
が
華
山
個
人
の
評
価
に
加
味
さ
れ
る
き
ら
い

な
し
と
さ
れ
る
点
も
出
来
て
き
て
い
た
。
然
し
な
が
ら
、
森
銑
董
・

菅
沼
貞
三
氏
等
を
始
め
と
す
る
多
く
の
研
究
家
の
努
力
は
、
森
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
渡
辺
当
山
」
や
菅
沼
氏
の
「
畢
山
の
研
究
」
、
　
美
術
史
の
面
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
、
菅
沼
氏
・
吉
沢
忠
氏
、
あ
る
い
は
蔵
原
惟
人
氏
等
に
よ
る
秀
れ
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た
研
究
が
生
み
爵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
難
の
の
洋
学
と

そ
の
性
格
に
就
て
は
鮎
沢
信
太
郎
氏
等
の
若
干
の
研
究
の
他
、
あ
ま

り
多
く
を
み
な
い
。
こ
れ
は
残
存
資
料
の
乏
し
い
事
屯
あ
る
が
、
思

想
皮
の
方
法
に
よ
る
畢
山
の
洋
学
、
、
洋
学
を
求
め
影
響
を
う
け
た
岱

山
の
思
惟
方
法
に
ふ
れ
ら
れ
る
事
が
、
美
術
史
の
面
に
比
し
て
少
な

か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
ま
た
洋
学
の
名
ぞ
概
括
さ
れ
る
外
来

文
化
受
容
の
歴
愛
を
評
価
す
る
仕
事
の
困
難
さ
と
未
着
手
の
面
の
多

い
事
、
更
に
い
え
ば
、
従
来
「
洋
学
論
」
と
し
て
論
議
さ
れ
、
　
「
洋

学
史
」
と
し
て
の
総
括
的
蘂
大
成
に
未
だ
至
っ
て
い
な
い
状
態
、
そ

し
て
「
洋
学
論
」
で
論
議
さ
れ
る
、
洋
学
典
を
書
上
げ
る
方
法
論
に

屯
未
だ
多
く
の
日
戸
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
一
等
に
関
連
し
て

い
て
、
…
攣
山
に
就
て
も
そ
の
全
貌
を
解
明
す
る
仕
事
が
更
に
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

研
究
対
∵
象
た
り
・
り
べ
く
、
残
…
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
・
り
。
田
阪
近
、
佐

藤
昌
介
氏
が
次
た
と
両
三
、
あ
る
い
は
蛮
社
の
獄
。
洋
学
論
に
就
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
の
漸
し
い
見
解
と
知
見
を
加
え
ら
れ
て
い
る
事
は
、
ひ
と
り
攣
山

の
み
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
　
「
洋
学
論
」
へ
の
多
く
の
問
題
を
提

起
し
、
「
洋
学
史
」
へ
の
道
を
数
歩
前
進
せ
し
め
る
も
の
と
い
え
よ

う
。
私
も
か
つ
て
先
学
の
膜
尾
に
附
し
て
甚
だ
稚
拙
な
考
察
を
行
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

近
世
思
憩
史
の
一
節
と
し
て
の
摯
山
の
評
価
を
行
っ
た
が
、
今
更
に

先
学
の
成
．
果
を
ふ
ま
え
て
畢
山
の
洋
学
か
ら
の
影
響
に
就
て
の
若
干

の
考
察
を
行
い
た
い
と
思
う
。

註　
①
明
治
十
七
年
九
月
出
版
。
自
序
に
「
本
史
二
号
テ
余
ハ
最
モ
渡
辺
墨
山

　
高
野
長
英
等
ノ
譲
跡
二
力
ヲ
期
ヒ
タ
リ
是
レ
微
意
ノ
存
ス
ル
モ
ノ
ァ
ル
ニ

　
由
ル
ナ
リ
」
と
あ
り
、
外
篇
と
し
て
門
渡
辺
登
伝
」
を
収
む
。

②
菅
沼
貞
三
氏
「
盆
山
小
調
」
（
「
墨
山
の
研
究
扁
所
収
）
は
困
れ
た
伝
記

　
酌
研
究
で
あ
る
。

③
吉
沢
忠
氏
「
渡
辺
暴
山
」
（
環
本
美
術
史
叢
警
）
蔵
原
惟
人
氏
「
渡
辺

　
…
葦
由
　
の
思
想
と
芸
術
に
つ
い
て
」
　
（
二
階
界
八
七
・
八
八
ロ
万
）
等
。

④
　
村
井
益
男
氏
「
洋
学
論
」
　
（
新
日
本
史
講
座
）
　
「
洋
学
の
全
歴
史
的
評

　
価
は
従
来
の
ご
と
く
洋
学
自
体
の
縦
の
繋
が
り
か
ら
す
る
評
価
に
代
り
、

　
そ
の
二
代
時
代
に
よ
っ
て
藷
該
魏
会
と
の
横
の
関
連
の
中
に
お
い
て
先
ず

　
為
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
洋
学
考
申
心
、
思
想
中
心
の
研
究
か
ら
、
む

　
し
ろ
そ
の
外
延
部
分
を
も
含
め
て
の
研
究
に
重
点
が
置
か
れ
る
べ
き
で
は

　
な
い
だ
ろ
う
か
。
」
　
と
い
う
提
欝
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
洋
学
の

　
全
歴
史
約
評
価
一
洋
学
史
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
思
想
史
の
方
法
で
洋

　
学
・
洋
学
藩
の
歴
史
醗
評
価
を
綿
密
に
、
あ
る
い
は
祉
会
と
の
横
と
の
m
閃

　
達
の
中
に
お
い
て
な
す
事
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑤
　
佐
藤
氏
は
蛮
赴
の
獄
、
寮
山
の
洋
学
の
再
詳
価
を
行
い
、
鯉
山
の
洋
学

　
に
み
え
る
絶
対
主
義
的
性
格
、
即
ち
寛
政
改
革
を
契
機
と
し
て
以
後
、
憲

　
国
強
兵
策
の
技
衛
で
あ
る
と
同
時
に
、
絶
対
主
義
体
制
の
理
論
約
基
礎
と

　
な
る
幕
未
洋
学
の
先
駆
的
存
在
と
し
て
陰
山
の
洋
学
を
意
義
づ
け
、
撃
山

　
ら
の
弾
圧
は
幕
張
洋
学
の
形
成
過
程
に
お
こ
っ
た
悲
劇
と
し
て
捉
え
ら
れ

響
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て
い
る
。
「
渡
辺
畢
山
の
洋
学
研
究
と
引
導
の
獄
」
（
文
化
十
八
の
一
）
、

　
「
蛮
社
の
起
源
と
そ
の
実
態
」
　
（
日
本
歴
史
穴
九
号
）
、
「
渡
辺
畢
山
自
筆

　
，
本
門
外
園
凹
欝
融
柵
滝
口
」
”
て
の
価
他
に
つ
い
て
」
　
（
巾
入
学
雑
聾
恥
山
ハ
四
の
圃
一
）
、
　
「
蛮

　
社
の
獄
の
莫
相
」
　
（
目
本
歴
史
九
二
丹
）
、
「
洋
学
の
権
力
隷
属
化
に
関
す

　
”
る
一
考
・
察
」
　
　
（
口
日
本
歴
崩
入
｝
臼
五
。
｝
臼
山
ハ
胃
写
）

⑤
拙
稿
「
化
政
・
天
保
期
の
思
想
史
的
㎝
考
察
、
渡
辺
野
山
の
場
合
」

　
（
人
交
研
究
餌
の
九
・
五
の
十
）

二

　
畢
山
の
洋
学
研
究
に
関
す
る
考
察
を
行
う
に
先
立
ち
、
彼
の
洋
学

受
容
の
内
容
を
考
え
る
背
景
と
し
て
、
化
政
・
天
保
期
に
至
る
洋
学

受
容
の
歴
史
の
一
端
を
問
題
史
的
で
は
あ
る
が
一
つ
の
試
論
と
し
て

述
べ
て
み
た
い
。

　
洋
学
の
発
達
は
噺
井
白
石
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
、
徳
川
吉
宗
の
奨

励
に
よ
っ
て
全
盛
期
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
が
、
む
し
ろ
事
実
的

に
い
え
ば
、
和
爾
通
詞
達
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
、
主
に
医
学
・
天
文

学
の
洋
学
者
に
よ
つ
て
全
盛
期
に
至
っ
た
と
い
え
よ
う
。
洋
学
受
容

の
先
達
、
和
蘭
通
詞
達
の
洋
学
の
内
容
が
た
と
え
体
系
的
な
も
の
で

な
く
、
洋
学
一
般
よ
り
は
蘭
語
が
目
的
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
西
吉
兵
，

衛
∵
嵐
山
鯖
雲
・
混
林
鎮
山
・
今
村
市
兵
衛
・
本
木
栄
之
進
・
吉
雄

幸
作
・
志
筑
忠
次
郎
・
吉
田
自
庵
・
栗
崎
道
有
等
の
通
詞
・
医
師

達
が
、
そ
の
後
の
発
展
の
基
礎
を
築
い
て
い
た
功
績
は
明
ら
か
ぞ
あ

　
⑦

る
。

　
徳
川
吉
宗
の
洋
学
奨
励
電
、
程
度
と
内
容
に
問
題
こ
そ
あ
れ
通
詞

達
の
洋
学
・
蘭
語
の
研
究
が
先
行
し
て
い
た
と
い
う
歴
典
的
基
盤
の

上
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
初
期
の
著
し
い
三
三
と
も
い
う
べ
き

異
国
趣
味
的
な
傾
向
を
作
っ
た
物
質
的
ル
；
ト
も
、
ま
つ
そ
の
多
く

が
通
詞
達
を
経
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
て
吉
宗
の
与
え
た
洋
学
発

達
へ
の
刺
戟
が
、
通
詞
や
一
部
和
蘭
…
流
医
師
の
…
闇
の
み
で
な
く
、
洋

学
へ
の
興
味
を
多
く
の
階
層
間
に
も
た
ら
し
て
い
く
端
緒
を
与
え
た

点
に
於
て
は
大
な
る
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
の
洋
学
観
に
就
て
は
従
来
よ
く
論
じ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
、
中

根
条
右
衛
門
玄
圭
の
暦
学
振
興
の
　
為
に
禁
書
を
解
禁
さ
れ
た
い
と
の

建
議
を
契
機
と
し
て
禁
書
解
禁
と
な
P
、
生
来
の
天
文
学
・
数
学
等

の
趣
味
に
竜
ま
し
て
当
時
の
祉
会
の
要
求
す
る
新
技
術
の
摂
取
、
例

え
ば
農
事
暦
の
重
要
性
か
ら
強
調
さ
れ
る
天
文
学
の
奨
励
と
も
な
る

の
で
あ
る
。
吉
宗
の
薪
し
い
技
術
。
物
産
へ
の
簸
ハ
味
は
、
未
知
の
も

の
へ
の
興
味
も
あ
ろ
う
が
、
幕
府
財
政
・
封
建
制
農
業
一
般
か
ら
の

強
い
現
実
的
な
要
請
を
基
礎
と
す
る
竜
の
で
、
そ
の
西
洋
文
化
移
入
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竜
体
系
的
に
で
は
な
く
当
時
と
し
て
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
面
に
わ
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
い
る
事
も
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
学
問
。
技
術
の
移

入
に
対
す
る
吉
宗
自
身
の
胸
算
用
が
採
長
補
短
、
笑
学
的
な
も
の
で

あ
っ
た
事
は
、
そ
の
動
機
が
学
問
的
な
洋
学
尊
重
論
か
ら
で
な
く
、

実
利
尊
重
か
ら
出
た
交
響
移
入
と
考
え
ら
れ
る
事
か
ら
も
窺
え
る
が
、

「
な
ま
じ
み
に
学
・
文
せ
し
も
の
は
、
政
事
を
委
ね
が
た
き
事
あ
る
も

の
な
り
。
わ
き
て
長
崎
の
奉
行
な
ど
、
あ
し
く
心
得
れ
ば
唐
を
の
み

尊
く
思
ひ
あ
や
ま
る
こ
と
あ
り
。
す
べ
て
書
を
読
人
、
お
ほ
く
は
唐

を
好
み
、
や
や
も
す
れ
ば
国
体
を
失
ふ
面
出
来
る
も
の
ぞ
と
宣
ふ
。

国
産
の
薬
物
な
ど
ひ
ろ
く
も
と
め
さ
せ
給
ひ
、
異
域
の
薬
種
を
あ
ま

た
培
養
せ
し
め
ら
れ
し
は
、
も
し
洋
舶
通
ぬ
こ
と
あ
り
と
も
、
国
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
心
用
に
事
か
か
せ
じ
と
の
御
旨
な
り
と
そ
。
」
と
い
っ
た
学
問
観
、

あ
る
い
は
実
利
を
尊
ぶ
政
策
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
　
そ
れ
は
外
国
文

化
に
対
す
る
吉
宗
の
感
覚
で
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
享
保
七
年
十
一
月

に
は
、
　
「
自
今
新
板
書
物
之
儀
、
儒
書
仏
書
神
谷
医
書
歌
書
都
て
書

物
類
其
筋
一
通
記
事
は
格
別
、
狸
成
鶏
異
説
等
を
取
野
作
診
出
し
候

儀
、
堅
く
可
為
無
嘉
事
」
、
及
び
「
権
現
…
様
之
御
儀
は
勿
．
論
、
点
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

御
当
家
之
御
事
板
行
書
本
、
自
今
無
用
畠
可
仕
候
」
事
が
命
ぜ
ら
れ

て
い
る
。
武
士
階
級
の
自
覚
意
識
と
倫
理
観
の
振
騒
ハ
を
目
指
し
た
吉

宗
の
こ
の
思
想
息
綱
策
も
学
問
観
と
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、

ま
た
徳
川
家
を
頂
点
と
す
る
幕
魚
体
鰯
の
直
面
す
る
現
状
に
対
し
、

異
域
の
技
術
・
物
産
の
取
入
れ
を
断
行
し
た
配
慮
の
裏
付
け
も
着
浸

と
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
禁
書
解
禁
に
始
ま
る
吉
宗

治
下
の
洋
学
は
か
く
て
、
青
木
文
蔵
（
「
和
蘭
文
訳
」
）
、
野
呂
元
丈

（
本
草
学
の
和
解
）
を
中
心
と
し
て
洋
学
プ
β
パ
ー
の
発
達
の
基
礎

作
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
吉
｛
示
の
実
学
実
利
尊
重
の
立
場
か
ら
取
入
れ
ら
れ
た
洋
学
の
影
響

は
、
政
策
社
会
現
象
の
面
で
享
保
期
の
継
続
発
展
と
み
ら
れ
る
「
瞬

沼
時
代
」
に
至
っ
て
は
、
特
権
商
人
層
の
経
済
的
富
裕
と
大
名
等
武

士
上
層
部
の
奢
修
を
背
景
に
、
洋
学
に
附
随
す
る
物
晶
を
珍
奇
な
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
し
て
重
宝
視
す
る
好
事
家
を
多
く
生
ん
で
い
る
。
平
賀
源
内
の
数

寄
な
生
涯
の
一
端
に
代
表
さ
れ
る
、
学
問
研
究
的
と
い
う
よ
9
、
甚

だ
実
学
実
利
的
な
、
む
し
ろ
禰
蘭
渡
り
の
藷
物
と
し
て
稀
小
価
値
を

も
て
は
や
さ
れ
る
商
品
的
存
在
の
面
も
強
く
出
て
き
た
。
そ
の
間
に

も
、
青
木
・
野
呂
以
後
の
洋
学
研
究
は
決
し
て
そ
の
量
の
大
き
さ
を

誇
り
う
る
屯
の
で
は
な
い
が
、
天
文
学
・
医
学
・
本
草
学
を
中
心
に
、

藩
医
、
藩
士
、
あ
る
い
は
庶
民
出
身
の
洋
学
者
を
加
え
て
研
究
を
進

め
て
い
る
の
で
あ
り
、
地
方
で
さ
え
、
洋
学
と
い
う
よ
り
や
は
り
そ
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の
薪
奇
さ
へ
の
興
味
か
ら
か
、
洋
学
の
プ
ア
ン
が
存
在
す
る
に
至
っ

た
事
は
司
馬
斜
子
の
「
江
漢
西
遊
臼
記
」
に
も
み
え
て
い
る
と
こ
ろ
，

で
あ
る
。
特
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
酉
川
如
見
が
早
く
「
儒
者
、
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

者
、
歌
道
者
…
…
多
く
は
町
人
の
中
よ
り
出
来
る
事
に
な
り
ぬ
。
」

と
指
摘
し
た
如
く
、
徳
川
時
代
一
般
に
庶
民
出
身
の
学
者
が
比
較
的

に
多
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
竜
元
禄
囁
・
享
保
か
ら

田
沼
時
代
に
か
け
て
最
も
多
く
、
ま
た
京
・
大
阪
を
中
心
と
す
る
畿

内
及
び
西
日
本
の
出
身
者
が
江
戸
方
面
東
国
の
出
身
者
よ
り
多
い
の

　
　
⑬

で
あ
る
。
洋
学
者
・
研
究
家
と
み
ら
れ
る
者
で
も
、
中
根
玄
圭
が
京

都
の
銀
工
、
青
木
薄
陽
は
魚
屋
の
子
ぞ
あ
り
、
橋
本
｛
示
吉
は
大
阪
の

傘
塵
、
間
大
業
が
質
屋
、
伊
能
忠
敬
が
酒
屋
の
養
子
で
あ
り
、
木
村

毒
筆
堂
に
し
て
も
大
阪
の
酒
造
業
春
で
あ
り
、
西
川
識
見
も
長
崎
商

人
の
子
で
あ
っ
て
、
庶
民
出
身
者
が
少
か
ら
ず
活
躍
し
て
い
る
。
世

襲
に
よ
る
社
会
的
身
分
の
安
定
、
あ
る
意
味
で
ぼ
他
の
職
業
に
転
ず

る
事
に
於
て
不
自
由
な
武
士
階
級
に
比
し
て
、
比
較
的
自
由
な
釜
揚

に
あ
る
宣
下
階
級
か
ら
、
ま
た
畿
内
を
含
む
酉
日
本
か
ら
多
く
の
学

者
、
洋
学
者
を
出
し
て
い
る
事
は
、
経
済
的
文
化
的
に
先
進
地
域
で

あ
る
…
職
方
を
中
心
と
す
る
だ
け
に
注
血
忌
す
。
へ
き
ノ
し
あ
」
り
・
り
。
　
然
も
そ

の
後
の
彼
等
の
地
位
は
多
く
は
登
用
さ
れ
て
幕
府
の
天
文
台
そ
の
他

に
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
特
に
こ
の
鳥
合
洋
学
者
に
於
て
そ
う
で

あ
る
と
す
る
な
ら
、
吉
｛
示
以
後
の
洋
学
プ
ロ
パ
ー
の
発
達
と
影
響
が

庶
民
出
身
の
洋
学
看
ま
で
生
む
よ
う
に
な
っ
た
事
と
共
に
、
注
意
す

べ
き
状
態
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
時
期
、
宝
暦
以
降
明
和
。
安
永
期
、
つ
ま
り
「
解
体
新
書
」

翻
刻
に
始
ま
る
本
格
的
洋
学
勃
興
期
に
は
、
本
木
良
永
・
志
筑
忠
雄

に
よ
っ
て
初
め
て
地
動
説
が
紹
介
さ
れ
、
麻
田
剛
立
。
高
橋
至
時
漕

間
大
業
等
は
直
接
蘭
書
に
よ
り
天
文
学
を
研
究
、
前
野
良
沢
の
「
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

訳
運
動
法
」
に
よ
っ
て
物
理
学
の
最
も
早
い
業
績
が
示
さ
れ
、
医
学

で
は
「
爾
学
事
始
扁
に
苦
心
を
か
た
る
「
解
体
新
書
」
の
翻
刻
が
前

野
。
杉
田
玄
白
藍
に
よ
っ
て
、
成
就
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で

も
農
業
と
密
接
に
関
係
す
る
暦
法
と
関
連
し
て
天
文
学
が
早
く
取
上

げ
ら
れ
た
事
は
前
述
の
如
く
で
あ
り
、
貞
享
暦
。
宝
暦
暦
の
煎
豆
は

そ
の
成
果
で
あ
っ
た
が
、
後
一
時
振
わ
な
か
っ
た
天
文
学
も
、
宝
暦

宋
明
和
に
至
っ
て
、
い
つ
れ
も
通
詞
で
あ
る
本
木
・
志
筑
等
の
輩
画

か
ら
再
び
洋
学
の
中
心
的
地
位
を
獲
得
、
明
和
元
年
、
吉
田
馬
長
が

天
・
蟻
溝
と
な
り
、
　
翌
年
江
戸
牛
込
に
天
文
台
を
復
興
、
　
四
年
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

「
修
正
宝
暦
甲
戌
暦
法
」
十
冊
を
献
上
す
る
。
こ
の
天
文
台
の
復
活

は
、
後
の
幕
府
の
洋
学
摂
取
の
総
本
山
蕃
書
調
所
の
母
体
で
あ
り
、
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洋学史に関する轡考察（大月）

天
交
学
が
幕
府
御
用
学
と
し
て
の
性
格
を
こ
の
時
期
に
更
に
は
つ
き

り
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
洋
学
史
研
究
の
難
点
の
一
は

そ
の
内
容
の
雑
多
な
事
で
あ
る
が
、
そ
の
主
流
は
天
文
学
。
医
学
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

そ
し
て
兵
学
で
あ
る
。
そ
の
天
文
学
の
中
心
存
在
が
幕
府
に
お
か
れ

た
事
は
、
即
ち
高
橋
。
間
等
の
天
文
学
が
大
阪
町
人
社
会
の
産
物
と

し
て
の
出
発
か
ら
、
天
文
学
者
と
し
て
の
発
展
は
か
え
っ
て
天
心
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
な
っ
て
か
ら
大
成
さ
れ
て
い
く
事
も
加
え
て
、
当
時
の
洋
学
の
存

在
が
、
洋
学
及
び
洋
学
者
の
発
生
の
莇
芽
を
か
な
り
多
く
庶
民
階
級

の
中
に
も
ち
な
が
ら
、
そ
の
生
長
大
成
を
幕
府
天
文
台
の
中
で
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
は
、
新
し
い
学
問
受
容
の
基
礎
が
、
杉
田

告
白
の
い
う
儒
学
的
教
養
で
あ
る
事
か
ら
の
身
分
の
限
定
と
い
う
問

題
を
除
い
て
竜
、
幕
府
の
宮
吏
通
詞
に
よ
っ
て
出
発
、
吉
宗
に
よ
つ

て
い
機
会
を
作
ら
れ
た
受
容
の
経
過
を
そ
の
ま
ま
に
、
ま
つ
天
文
学
が

そ
の
存
在
の
中
心
を
幕
府
御
用
学
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、

後
の
洋
学
の
発
達
の
上
に
竜
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
何
放
、
庶
民
出
の
天
文
学
者
が
庶
民
の
間
で
そ
の
学
問
を
大
成

さ
せ
て
い
か
な
か
っ
た
か
と
い
う
当
時
の
社
会
の
限
界
も
注
意
す
べ

き
問
題
で
あ
ろ
う
が
。

　
こ
う
し
た
享
保
以
降
天
明
期
に
至
る
洋
学
の
発
達
は
、
い
わ
ば
勃

興
期
に
あ
っ
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
期
の
研
究
は
「
蘭
学
事
始
」
に

み
え
る
よ
う
な
苦
心
を
数
重
ね
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
幾
多
の
俊
才

を
い
ろ
ん
な
階
層
…
か
ら
生
ん
だ
事
・
も
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
更
に
天

明
年
間
に
は
語
学
入
門
書
と
し
て
大
槻
玄
沢
の
「
蘭
学
階
梯
」
を
み

る
よ
う
に
な
り
、
　
一
層
の
発
展
を
容
易
に
す
る
手
段
も
ふ
え
て
き
て

い
た
。
そ
こ
で
は
、
吉
｛
示
の
胸
算
用
の
外
に
立
っ
て
と
に
か
く
洋
学

を
求
め
親
し
む
者
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
っ

た
の
ぞ
あ
る
。
こ
の
勃
興
期
の
洋
学
の
性
格
に
つ
き
い
ろ
い
ろ
論
じ

　
　
　
　
　
⑲

ら
れ
て
い
る
が
、
将
軍
吉
宗
の
抱
く
胸
算
用
i
実
学
実
利
の
尊
重

が
洋
学
の
進
歩
へ
の
大
き
な
刺
戟
で
あ
り
、
ま
た
実
際
に
洋
学
の
成

果
の
上
に
於
て
そ
う
し
た
性
格
を
み
せ
る
面
が
多
か
っ
た
と
し
て
．
も
、

国
内
の
洋
学
研
究
に
は
各
階
層
の
語
々
が
熱
心
に
当
っ
て
い
た
事
も

事
実
で
あ
っ
て
、
そ
の
線
ま
で
士
口
覆
の
実
学
論
、
若
桜
白
石
の
形
而

下
論
が
規
綱
制
約
し
て
い
る
か
否
か
は
あ
ま
り
問
題
と
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
問
題
は
、
白
石
あ
る
い
は
吉
宗
の
外
国
文
化
論
の
意

義
は
決
し
て
そ
れ
だ
け
に
終
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
特
に
後
の

支
配
層
間
の
伝
統
的
な
見
解
に
成
長
す
る
重
要
な
因
子
を
含
ん
で
は

い
る
が
、
洋
学
プ
算
パ
ー
の
発
展
は
実
際
そ
う
し
た
点
に
制
約
さ
れ

ず
に
展
開
す
る
様
相
を
み
せ
て
お
9
、
洋
学
に
対
す
る
単
な
る
受
容
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観
に
と
ど
ま
ら
な
い
積
極
的
な
統
制
論
を
展
開
さ
せ
て
く
る
時
期
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

少
7
し
お
く
れ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
庶
民
層
か
ら
幾
人
か
の
俊
才

を
生
み
解
し
な
が
ら
彼
等
を
廉
民
「
の
間
ぞ
育
て
え
な
い
社
会
。
経
洛
囚

の
状
態
、
好
む
と
好
ま
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
生
活
と
研
究
の
場
を

幕
府
、
あ
る
い
は
諸
藩
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
状
態
、
ま
つ
天
文
学

に
み
た
幕
府
御
用
学
と
し
て
自
己
の
学
問
を
定
着
せ
し
め
て
い
く
動

き
が
、
勃
興
期
と
も
い
う
べ
き
時
期
に
既
に
現
れ
つ
つ
あ
る
事
等
の

分
析
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
洋
学
の
勃
興
期
に
あ
っ
て
は
、

洋
学
。
洋
学
者
の
実
態
を
究
明
す
る
仕
事
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
と

ハ
も
い
え
よ
・
つ
。

　
医
学
に
し
て
も
、
南
蛮
医
学
は
寛
永
以
後
急
激
に
勢
力
を
失
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
．

外
科
の
み
そ
の
卓
越
さ
を
誇
り
、
林
道
春
も
そ
れ
を
認
め
た
が
、
沢

野
忠
庵
の
「
南
蛮
流
外
科
書
」
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
元
禄
九
年

「
阿
爾
陀
外
科
指
南
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
南
蛮
外
科

た
る
彼
の
門
弟
等
は
そ
の
ま
ま
阿
蘭
陀
外
科
と
称
し
て
伝
え
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ガ
ス
ペ
ル
流
と
舎
流
し
て
生
命
を
持
続
し
た
通
り
、
そ
の
技
術
内
容

は
と
も
か
く
伝
統
と
研
究
は
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
、
洋
学
研
究
発
展

の
素
地
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
医
学
が
「
解
体
薪

書
」
翻
刻
を
ぺ
て
後
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
基
礎
的
教
育
に
よ
っ
て
大
き

く
発
展
す
る
の
だ
が
、
寛
政
三
年
、
松
平
定
信
が
多
紀
氏
の
晶
群
館

を
医
学
館
と
し
て
騒
立
と
し
、
五
年
に
は
外
科
学
が
お
か
れ
て
当
時

洋
学
界
の
巨
頭
硅
川
甫
周
が
教
授
と
な
る
の
で
あ
り
、
安
政
五
年
に

至
っ
て
は
、
伊
棄
玄
朴
。
戸
塚
静
海
・
竹
内
玄
同
・
伊
東
貫
斎
・
坪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

井
善
良
・
林
洞
海
が
侍
医
と
な
り
、
内
科
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
勿

論
、
天
文
学
等
と
異
り
、
診
察
治
療
の
点
か
ら
属
闘
に
あ
る
町
医
の

存
在
も
大
き
い
が
、
多
く
の
藩
医
も
加
え
て
み
る
と
、
天
文
学
の
天

文
台
と
並
ん
で
、
医
学
も
官
立
の
医
学
館
、
あ
る
い
は
幕
府
の
侍
医
、

藩
医
の
占
め
る
比
重
が
大
き
い
の
ぞ
あ
る
。

　
旋
藤
冒
日
介
氏
は
、
寛
政
改
革
の
恩
想
弾
圧
が
、
勃
興
期
洋
学
の
姿
を

権
力
奴
隷
化
の
方
向
に
も
っ
て
い
っ
た
大
き
な
契
機
で
あ
っ
た
と
さ

　
②

れ
る
。
こ
の
阿
兄
解
に
は
れ
私
も
賛
成
ノ
し
あ
・
○
。
つ
斗
ま
り
勃
慰
ハ
期
を
へ
た

洋
学
の
発
達
は
、
寛
政
期
に
至
れ
ば
決
し
て
軽
視
す
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
洋
学
と
し
て
の
質
と
量
を
充
実
さ
せ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

松
平
定
信
が
そ
の
洋
学
観
に
、
　
「
挙
手
は
理
に
く
は
し
。
天
文
地
理

又
は
兵
器
あ
る
は
内
外
科
の
治
療
、
こ
と
に
益
も
少
な
か
ら
ず
。
慰

れ
ど
も
あ
る
は
好
奇
之
媒
と
な
り
、
ま
た
は
あ
し
き
事
な
ど
い
ひ
禺

す
。
さ
ら
ば
禁
ず
べ
し
と
す
れ
ど
、
禁
ず
れ
ば
猶
や
む
べ
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
⑭

溌
や
ま
た
益
も
あ
り
。
」
　
と
述
べ
て
い
る
事
か
ら
も
、
学
問
と
し
て
、
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ま
た
そ
の
影
響
の
軽
視
す
べ
か
ら
ざ
る
成
長
を
洋
学
が
と
げ
て
い
る

事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
，
享
保
期
と
は
そ
の
内
容
も
機
能
も
影
響
も

大
き
な
差
を
生
焦
し
て
い
る
。
　
定
信
は
、
　
　
「
ロ
ハ
整
醐
惹
く
に
御
u
為
を
心
得
、

初
め
に
い
ふ
ご
と
く
、
政
道
を
正
し
く
臣
畏
を
撫
育
し
、
文
武
の
道

を
厚
く
心
懸
て
御
為
を
心
と
す
る
を
精
勤
と
は
い
ふ
な
9
。
我
等
智

恵
に
慢
じ
て
何
か
と
位
に
あ
ら
ず
し
て
建
議
処
置
の
論
を
い
う
は
、

掌ハ

ﾉ
也
閤
　
㎜
譲
に
し
て
か
へ
っ
て
国
御
魂
葡
ゆ
奴
、
り
ざ
る
こ
一
¢
也
。
よ
く
よ
く
つ

つ
し
み
…
…
か
の
君
子
は
国
を
患
ふ
る
の
心
あ
る
べ
し
、
国
を
憂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
の
語
あ
る
べ
か
ら
ず
と
い
へ
る
…
…
」
と
、
処
士
横
議
、
政
治
批

判
を
「
御
為
な
ら
ざ
る
こ
と
」
と
し
て
否
定
し
て
い
る
…
醤
葉
と
合
せ

て
、
蝋
強
い
洋
学
の
影
響
へ
の
警
戒
の
裏
に
、
洋
学
の
影
響
か
ら
政
治

批
判
の
生
れ
る
可
能
性
を
昏
倒
が
梱
ん
で
い
た
と
想
｛
像
出
来
る
の
で

あ
る
。

　
桂
川
甫
周
が
医
学
館
教
授
と
な
っ
た
寛
政
五
年
に
は
、
聖
堂
学
寮

を
幕
府
家
臣
の
学
所
ど
な
し
、
林
家
は
代
々
大
学
頭
と
し
て
文
教
的

行
政
に
与
り
、
恩
想
統
綱
、
揖
版
検
閲
そ
の
他
官
選
図
書
の
編
纂
を

　
　
　
　
　
　
⑳

行
う
よ
う
に
な
る
。
他
方
、
北
辺
露
国
の
進
出
に
よ
る
対
外
策
と
し

て
、
寛
政
十
一
・
二
年
頃
か
ら
蝦
夷
地
測
燈
事
業
が
始
め
ら
れ
、
天

．文

艪
ﾍ
享
瀦
三
年
以
降
の
「
ラ
ラ
ン
デ
暦
書
」
翻
訳
を
続
け
つ
つ
、

幕
府
の
命
で
洋
書
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。
文
化
五
年
に
は
、
苔
年
寄

堀
田
正
敦
よ
り
天
文
方
に
対
し
て
洋
書
の
取
扱
方
を
命
じ
、
か
つ
翻

訳
の
技
能
あ
る
考
を
録
上
せ
し
め
て
い
る
が
、
文
化
頃
か
ら
は
、
英
・

仏
・
露
・
満
語
の
研
究
も
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
蘭
書
訳
局
」
が
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

文
台
に
設
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
吉
田
秀
長
の
天
文
台
復
活
以
後
文

化
年
問
に
至
っ
て
は
、
幕
府
洋
学
の
中
心
と
し
て
洋
学
者
の
登
録
、

基
礎
的
な
語
学
研
究
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
幕
府
の
み
な

ら
ず
洋
学
発
達
の
中
心
的
存
在
の
位
羅
を
強
化
し
て
い
る
と
い
え
る

の
で
あ
る
。
文
化
八
年
、
馬
揚
言
由
に
命
ぜ
ら
れ
た
「
シ
ュ
メ
ル
」

八
巻
の
訳
述
i
「
厚
生
薪
編
鵜
の
訳
述
事
業
が
何
時
ま
で
行
わ
れ

た
か
不
明
で
あ
る
し
、
原
書
の
主
表
題
で
あ
る
「
財
産
を
殖
や
す
多

く
の
方
法
と
健
康
を
保
持
す
る
方
法
と
を
蒐
め
た
る
家
事
辞
書
」
が

実
生
活
に
寄
与
し
た
か
ど
う
か
は
こ
の
稿
本
が
未
刊
で
あ
る
だ
け
に

　
　
　
　
⑳

疑
問
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
大
槻
玄
沢
を
始
め
、
宇
照
川
洲
真
。

大
槻
玄
幹
・
宇
田
川
平
底
・
小
関
三
英
・
湊
長
安
・
杉
田
立
唄
・
青

地
林
宗
等
、
洋
学
者
の
中
心
的
存
在
の
人
た
が
こ
の
業
に
当
り
、
少

く
と
も
天
保
年
間
頃
ま
で
は
忠
購
穴
・
な
翻
訳
が
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
事
業
を
通
じ
、
直
接
閥
接
に
洋
学
者
が
こ
れ
ま
で
の

学
力
の
充
実
を
蕪
礎
に
、
主
に
語
学
力
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
更
に
高
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い
実
力
を
増
し
て
い
っ
た
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
、
ま
た
幕
府
に

よ
る
か
か
る
事
業
に
於
て
、
玄
沢
以
後
陪
臣
な
が
ら
訳
官
に
登
用
さ

れ
る
等
、
洋
学
者
の
え
た
社
会
的
地
位
の
意
義
も
軽
視
幽
来
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
幕
府
保
護
下
、
天
文
台
を
中
心
と
す
る
洋

学
に
よ
る
外
来
文
化
研
究
が
幕
府
の
手
か
ら
野
放
し
の
も
の
で
な
か

っ
た
事
は
、
定
儒
の
見
解
（
一
連
の
交
教
策
か
ら
も
知
れ
る
と
こ
ろ

ぞ
あ
り
、
寛
政
改
革
の
思
想
統
制
が
洋
学
の
進
路
を
政
治
的
見
地
か

ら
幕
府
の
洋
学
と
し
て
、
ま
た
絶
対
主
義
体
制
支
持
の
学
問
と
し
て

は
幕
末
洋
学
に
連
な
る
道
へ
進
ま
ざ
る
を
え
な
く
せ
し
め
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
⑳

竜
い
え
る
の
で
あ
る
。
洋
学
者
、
然
竜
そ
の
中
心
人
物
の
一
人
大
槻

玄
沢
か
ら
さ
え
、
次
の
如
き
…
冨
を
聞
く
と
き
、
当
時
の
洋
学
者
達
自
身
、

洋
学
の
影
響
を
無
視
し
え
な
く
な
っ
て
い
る
事
も
、
洋
学
の
実
学
と

し
て
の
存
在
。
成
立
が
何
処
に
於
て
可
能
で
あ
り
、
あ
っ
た
か
を
物

立
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
即
ち
、
文
化
八
年
、
「
シ
・
メ
ル
し
翻

訳
下
命
後
、
堀
田
正
敦
の
下
問
に
答
え
て
、
和
解
御
用
役
所
の
建
設

に
よ
る
翻
訳
の
実
施
・
薬
方
製
煉
・
三
二
類
植
物
等
の
種
蒔
等
・
地

理
学
算
術
・
物
産
本
草
之
学
・
医
学
療
治
等
の
翻
訳
研
究
を
建
議
し
、

「
巳
れ
己
れ
が
名
を
釣
り
術
を
売
り
候
助
け
而
已
に
て
、
世
之
俗
人

を
課
し
欺
き
候
毒
多
く
相
聞
得
、
大
に
人
畜
之
害
を
招
き
笑
学
之
者

迄
も
重
り
を
起
さ
せ
妻
事
不
謹
直
に
相
見
得
申
候
、
依
て
右
御
役
所

御
免
被
糧
建
和
上
は
、
右
体
無
実
之
空
談
申
散
し
候
者
天
下
一
統
え

堅
く
御
幣
禁
被
仰
出
、
医
術
天
地
を
始
め
何
に
寄
ら
ず
阿
蘭
陀
有
用

之
実
学
に
志
し
御
座
候
者
は
、
此
御
役
所
え
申
鵬
吟
味
之
上
安
為
相

許
、
右
も
無
之
自
分
に
右
…
様
之
事
申
潮
候
嚢
は
急
度
可
為
曲
事
な
ど

　
　
　
　
⑪

御
触
出
し
等
」
と
述
べ
て
い
る
。
文
政
年
間
に
竜
「
当
時
は
ま
だ
世

入
が
少
し
屯
西
洋
の
事
情
を
知
り
ま
せ
ぬ
か
ら
、
蘭
学
を
す
る
と
云

へ
は
切
支
丹
で
溢
す
る
や
う
に
思
は
れ
て
…
…
人
に
知
れ
な
い
や
う

　
　
　
　
　
㊥

に
蠣
に
学
び
」
と
い
っ
た
状
態
が
一
般
に
は
み
ら
れ
た
が
、
原
平
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

代
に
よ
る
洋
学
壷
出
身
別
の
表
に
よ
る
と
、
全
国
で
明
和
・
安
永
期

に
十
八
名
で
あ
っ
た
の
が
、
寛
政
・
文
化
・
文
政
期
に
は
八
五
名
、

天
保
・
弘
化
期
に
は
三
四
五
名
の
多
き
を
数
え
、
特
に
天
保
・
弘
化

期
は
ほ
と
ん
ど
全
面
に
わ
た
り
、
ま
た
原
氏
が
こ
の
期
の
算
出
に
使

用
さ
れ
た
、
日
東
玄
朴
の
象
先
堂
入
門
重
富
…
数
の
半
数
（
三
五
六
名

論
一
七
九
名
）
を
武
士
が
占
め
、
然
も
そ
の
出
身
分
布
が
全
国
的
で

あ
り
、
六
十
藩
の
藩
士
二
二
八
名
を
含
ん
で
い
る
。
天
保
期
以
降
、

社
会
の
要
請
は
諸
藩
を
竜
含
め
て
薪
し
い
学
問
へ
の
要
求
度
を
高
め

た
事
を
示
す
と
圃
時
に
、
そ
の
成
果
の
影
響
が
如
何
に
発
揮
さ
れ
た

か
は
別
問
題
と
し
て
竜
、
量
的
に
は
、
明
和
。
安
永
期
の
勃
興
期
を
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へ
て
寛
政
・
化
政
期
に
増
加
、
天
保
似
後
更
に
増
加
し
て
い
る
事
は

そ
こ
に
寛
政
期
に
於
け
る
幕
府
の
対
洋
学
策
強
化
の
遠
函
を
認
め
う

る
し
、
制
約
さ
れ
た
洋
学
に
対
す
る
要
求
．
も
幕
藩
体
綱
崩
壊
の
過
程

に
比
例
し
て
、
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
象
先
堂
蟄
へ
入
門
し

た
人
女
は
皆
医
者
計
り
で
な
く
有
司
の
子
息
な
ど
爾
学
を
学
だ
雨
竜

　
　
　
　
　
⑧

少
く
な
か
っ
た
。
㎏
と
い
う
。
幕
府
自
体
に
と
っ
て
も
洋
学
研
究
は

必
須
の
も
の
と
な
り
、
他
方
洋
学
者
の
増
加
は
洋
学
者
に
と
っ
て
竜

幕
府
に
と
っ
て
も
従
来
と
異
っ
た
毒
し
い
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
洋
学
者
の
…
数
的
増
加
を
背
景
に
寛
政
期
以
降
の
洋
学
界

の
動
き
は
推
移
し
、
洋
学
者
自
身
に
よ
る
洋
学
の
幕
府
御
柑
…
帯
化
が

説
か
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
と
・
も
か
く
寛
政
以
後
、
幕
府
を
中
心

と
し
て
い
ろ
い
ろ
の
施
策
が
行
わ
れ
た
が
、
［
正
確
な
る
国
土
の
測

量
、
天
文
学
的
地
点
確
定
に
必
須
な
る
学
問
は
江
戸
京
都
の
天
文
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

と
諸
侯
配
下
の
二
王
学
者
の
掌
中
に
あ
り
し
な
り
。
」
と
い
っ
た
状

態
屯
実
状
に
遠
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
し
、
　
「
公
辺
よ
り
爾
学
の
字

欝
な
ど
が
繊
ま
し
て
も
そ
れ
は
秘
書
と
、
か
何
と
か
申
し
て
、
世
間
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
出
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
を
種
々
困
苦
し
て
写
し
す
苦
労
を
一
般
の
研
究

港
に
与
え
て
い
る
事
竜
事
笑
ぞ
あ
ろ
う
。
が
、
天
保
期
に
入
っ
て
は

洋
…
掌
者
の
数
的
増
加
ど
共
に
、
　
「
漢
学
・
な
れ
ハ
漢
学
、
蘭
学
な
れ
ハ

爾
学
と
、
專
門
に
不
仕
れ
ハ
、
い
つ
れ
竜
鳥
脇
に
相
成
候
て
禺
来
不

申
候
。
世
間
大
二
藩
学
相
開
け
候
而
、
往
時
馬
揚
佐
十
郎
位
之
学
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ハ
珍
ら
し
か
ら
ざ
る
こ
と
に
相
成
書
候
」
ほ
ど
に
進
ん
で
き
た
の
ぞ

あ
る
。

　
か
か
る
洋
学
の
発
露
の
中
心
を
な
し
た
の
は
天
文
学
。
医
学
で
あ

り
、
洋
学
及
び
洋
学
看
の
主
流
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
定
信
は

洋
学
プ
揖
パ
ー
の
効
用
を
「
益
も
少
な
か
ら
ず
」
と
認
め
た
が
、
「
貯

奇
之
媒
と
な
り
、
ま
た
は
あ
し
き
事
な
ど
い
ひ
出
す
、
」
　
と
そ
の
影

響
を
警
減
し
て
い
る
。
大
槻
玄
沢
も
「
名
を
釣
り
、
術
を
売
り
…
…

世
業
俗
人
を
撮
し
欺
き
」
害
を
与
え
る
者
を
指
弾
し
て
い
る
。
天
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦

十
一
年
置
事
ぞ
あ
る
が
、
売
薬
君
板
書
急
使
胴
禁
制
が
あ
っ
た
が
、

そ
う
し
た
類
い
の
事
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
洋
学
麿
の
態
度

に
、
い
わ
ば
主
流
に
あ
る
洋
学
者
そ
の
他
か
ら
み
て
目
に
飴
る
・
も
の

が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
研
究
の
み
に
専
念
す
る
洋
学
者
に
と

っ
て
、
洋
学
研
究
か
ら
政
治
・
社
会
批
判
に
進
む
人
々
も
ま
た
名
を

釣
り
、
あ
し
き
事
等
い
い
質
す
者
と
し
て
排
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

従
来
そ
う
し
た
人
女
と
し
て
平
賀
源
内
・
司
罵
江
漢
・
本
多
利
明
・

山
片
幡
墨
黒
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
平
賀
源
内
は
「
業
は
本
草
家
に
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で
生
れ
得
て
遜
に
溢
と
ぐ
、
敏
才
に
し
て
よ
く
時
の
人
気
に
叶
ひ
し

　
　
　
　
⑳

生
れ
な
勧
き
。
」
あ
る
い
は
「
踊
山
云
、
実
学
は
と
て
も
串
来
ま
し
、

本
草
学
は
可
惜
事
也
。
」
　
と
も
「
誠
に
学
問
の
邪
魔
を
な
せ
し
当
世

　
　
　
　
　
　
⑳

俗
学
の
元
祖
な
り
。
」
　
と
も
評
さ
れ
る
本
草
学
。
物
産
学
着
で
あ
っ

た
。
と
こ
み
が
彼
は
二
度
長
崎
に
遊
ん
で
い
る
が
、
蘭
書
を
読
む
に

は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
ぞ
あ
り
、
思
想
や
学
問
の
方
法
の
上
に
於
け

る
洋
学
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
認
め
る
事
奮
来
な
い
ど
い
わ
れ
如
・

こ
れ
に
対
し
寛
政
。
化
政
期
に
活
躍
し
た
司
馬
宿
志
は
洋
両
家
と
し

て
も
有
名
で
あ
る
が
、
「
狐
狸
ノ
人
ヲ
惑
ス
者
多
シ
、
嘗
テ
蘭
人
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

驚
風
、
旗
国
ノ
狐
狸
不
レ
為
レ
怪
、
惟
日
本
ノ
狐
狸
儀
ヲ
ナ
ス
」
と
い

う
洋
学
の
影
響
に
よ
る
合
理
思
想
は
「
仏
書
悉
く
不
思
議
奇
妙
を
以

　
　
　
⑭

て
紛
せ
り
」
と
講
仏
人
に
も
至
っ
て
い
る
。
「
貴
賎
上
下
共
に
学
ぶ

べ
き
看
は
聖
人
の
道
な
り
、
た
だ
論
語
大
学
を
幾
遍
屯
く
り
返
し
読

　
　
⑪

む
べ
し
。
」
と
す
る
の
は
当
時
と
し
て
は
当
然
で
も
あ
ろ
う
が
、
「
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
⑬

那
及
び
わ
が
日
本
究
理
の
学
な
し
」
と
い
う
合
理
思
想
は
広
く
世
界

に
竜
向
け
ら
れ
て
い
る
。
中
華
思
想
を
撲
し
て
「
中
央
二
不
当
ノ
邦

　
⑭

ナ
シ
」
と
し
、
「
お
ら
ん
だ
は
人
類
に
非
ず
獣
の
類
な
り
」
の
言
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

対
し
「
人
は
獣
に
及
ば
ず
」
と
応
酬
し
て
い
る
。
彼
は
更
に
西
洋
の

社
会
制
度
に
及
び
、
「
「
和
蘭
通
舶
」
ぞ
は
自
己
の
才
能
を
十
分
に
発

揮
掲
来
る
祉
会
設
備
の
完
備
し
た
自
由
な
世
界
と
し
て
画
い
て
い

る
。
’
「
上
天
子
将
軍
よ
り
下
士
農
工
商
非
人
乞
食
に
蓋
る
ま
で
年
徳

　
　
　
　
⑱

て
人
問
な
り
。
」
と
述
べ
、
人
間
の
欲
望
も
肯
定
し
た
彼
の
思
想
は
、

や
は
り
自
由
な
新
し
い
理
想
郷
で
あ
る
西
洋
社
会
を
洋
学
で
知
る
事

に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
に
と

ど
ま
ら
ず
、
　
「
下
を
し
ひ
た
げ
、
民
こ
れ
が
為
に
圏
窮
す
、
寛
に
は

動
乱
起
れ
ば
、
必
外
國
其
虚
を
窺
ひ
来
ら
ん
、
遠
き
慮
変
な
き
時
は

　
　
　
　
　
　
⑲

必
近
き
愁
あ
ら
ん
、
」
あ
る
い
は
「
人
君
は
天
職
な
り
、
今
の
君
は
人

並
あ
り
て
の
人
民
と
思
ひ
、
驕
慢
の
心
発
起
し
て
土
民
を
視
封
事
草

　
　
　
㊥

芥
の
如
し
、
砿
　
と
い
っ
た
政
治
批
判
に
及
び
、
　
「
天
下
に
才
あ
る
者

と
い
へ
ど
、
農
夫
商
工
の
家
に
生
る
る
時
は
卑
賎
な
り
と
し
て
之
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

用
ひ
ず
、
諸
侯
貴
家
に
生
る
る
考
は
才
な
し
と
錐
も
之
を
用
ふ
」
る

不
合
理
を
つ
く
の
で
あ
る
。
彼
に
あ
っ
て
は
洋
学
か
ら
得
た
知
識
を
、

地
理
学
。
天
文
学
等
と
い
っ
た
単
な
る
知
識
の
集
合
物
に
と
ど
ま
ら

せ
な
か
っ
た
。
洋
学
か
ら
知
っ
た
西
洋
社
会
の
交
明
、
　
一
つ
の
理
想

図
ぞ
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
自
由
な
世
界
の
知
識
は
、
霞
己
の
社
会

と
の
対
比
と
な
り
、
上
述
の
知
き
烈
し
い
思
想
と
な
っ
て
流
冠
す
る

の
で
あ
る
。
ラ
ク
ス
マ
ン
・
レ
ザ
ノ
フ
来
航
に
関
し
て
も
幕
府
の
政

策
を
非
難
、
魯
顯
と
の
通
商
説
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
晩
年
、
　
「
予
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昨
摂
ま
ぞ
酔
…
つ
て
今
臼
醒
め
た
り
、
…
…
一
生
は
一
睡
の
夢
、
覚
む

　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
　
る
時
は
亦
夢
」
と
い
っ
た
虚
無
思
想
に
陥
っ
た
が
、
彼
の
政
治
・
社

　
　
会
批
判
に
よ
っ
て
、
当
時
の
社
会
を
動
か
す
に
は
未
だ
多
く
の
時
日

　
　
　
の
経
過
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
押
せ
ど
も
動
か
ぬ
現
前
の
壁
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
　
の
た
た
か
い
に
疲
れ
た
彼
は
、
　
「
死
は
実
な
り
、
生
々
虚
な
り
」
と

　
　
嘆
ず
る
の
で
あ
る
。
山
片
幡
桃
の
「
ス
ベ
テ
人
ノ
徳
行
性
質
ハ
コ
ト

　
　
　
ニ
於
テ
ハ
古
聖
賢
ヲ
主
ト
シ
テ
是
ヲ
取
ベ
シ
。
天
・
文
地
理
医
術
ニ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
ノ
・
テ
ハ
、
＋
ロ
ヘ
ヲ
主
黒
田
シ
、
日
疋
ヲ
ト
ル
モ
ノ
ハ
田
仮
ナ
“
ジ
ト
∴
ム
ベ
シ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
　
や
、
後
の
「
東
洋
道
徳
西
洋
芸
術
」
の
思
想
に
翻
る
も
の
を
江
漢
が

　
　
有
し
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
　
前
野
良
沢
門
下
の
彼
も
語

　
　
学
力
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
政
治
。
社
会
批
判

　
　
は
洋
学
の
主
流
が
や
っ
と
全
盛
期
に
入
っ
た
時
期
に
現
れ
た
点
に
器

用
、
奄
崔
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
。
の
蓮
が
、
護
五
．
六
年

伏
、
頃
か
ら
桂
川
甫
周
。
大
槻
玄
沢
等
、
い
わ
ば
主
流
の
蘭
祉
連
か
ら
離

、
察
　
れ
、
　
本
多
利
明
や
そ
の
周
辺
の
入
に
近
づ
い
て
い
っ
た
と
い
わ
れ

赫
寧
豪
く
当
時
落
し
転
学
楚
勉
励
し
て
嘉
社

購
の
委
の
間
で
は
評
判
が
よ
く
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、
彼
の
政
治
・

難
社
会
病
判
に
対
す
る
農
人
物
視
、
洋
学
を
好
望
之
媒
と
す
る
董

溝
考
え
て
の
排
斥
ぞ
あ
っ
た
ろ
う
・
ま
た
「
大
槻
玄
沢
と
雷
ふ
人
は

…
…
三
悪
、
タ
バ
コ
の
起
源
の
書
を
引
き
て
、
皆
漢
文
な
9
。
タ
バ

コ
は
多
く
の
愚
人
卑
賎
の
好
む
者
に
て
、
故
に
行
書
は
、
世
の
睡
夢

　
　
　
　
　
⑰

も
の
と
な
り
ぬ
。
」
　
と
い
っ
た
批
判
は
玄
沢
を
怒
ら
し
た
で
あ
ろ
う

し
、
桂
川
甫
周
の
「
漂
民
御
覧
記
」
誹
講
は
鳥
有
道
人
の
「
盲
蛇
」

に
よ
る
反
論
と
な
り
、
「
彼
が
人
と
な
り
を
き
く
に
、
天
性
愚
に
し

て
、
層
，
頗
る
好
黙
な
り
。
…
…
鼻
先
の
才
気
あ
り
て
、
　
和
漢
蘭
学
諸

先
生
に
も
お
9
お
り
出
入
し
、
其
論
説
を
見
過
し
、
聞
過
し
、
自

ら
得
た
り
と
し
て
世
に
誇
り
、
事
業
を
鶴
ぐ
の
助
と
な
す
。
」
　
と
潮

、
け
ら
れ
、
玄
沢
自
筆
の
「
堅
甲
漫
録
」
中
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る

　
　
㊦

と
い
う
。
こ
こ
に
前
述
せ
る
文
化
八
年
、
玄
青
函
贋
の
「
名
を
釣
り

云
々
」
の
言
葉
を
思
い
轟
す
の
で
あ
る
。
勿
論
江
漢
一
人
を
辞
柄
に

の
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
が
、
江
漢
の
痛
烈
な
政
治
・
社
会
批
判
そ

の
他
の
言
動
を
、
他
人
の
論
説
の
見
過
し
、
聞
過
し
、
自
ら
得
た
り

と
し
て
世
に
誇
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
蘭
社
連
の
考
え
方
は
、

玄
沢
の
そ
れ
で
も
あ
ろ
う
。
洋
学
研
究
の
主
流
を
い
く
洋
学
者
と
し

て
、
洋
学
を
他
の
働
ら
き
に
援
用
、
政
治
・
社
会
あ
る
い
は
洋
学
自

体
を
批
判
す
る
事
を
「
人
民
之
害
を
招
き
霜
雪
御
者
迄
も
護
り
を
越

さ
せ
候
塩
」
と
し
て
罪
す
る
の
で
あ
る
。
江
漢
の
考
え
方
は
、
洋
学

。
プ
ロ
パ
ー
の
発
展
・
蒸
溜
を
直
接
縦
匹
鴨
蓮
し
ゅ
ん
“
蕉
い
ノ
」
あ
ろ
・
り
げ
か
、
　
絶
対
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主
義
体
制
へ
の
傾
斜
に
あ
る
時
期
と
は
い
え
、
本
来
近
代
国
家
の
科

学
ぞ
あ
る
洋
学
を
前
進
せ
し
め
る
営
養
剤
は
江
漢
の
如
き
現
実
社
会

へ
の
批
判
と
い
う
社
会
へ
の
働
き
か
け
か
ら
得
る
事
に
あ
る
。
が
、

科
学
と
し
て
、
社
会
。
経
本
…
の
発
展
の
中
か
ら
自
生
的
に
生
れ
た
学

問
と
異
っ
て
、
学
問
と
し
て
の
全
的
な
展
開
を
洋
学
に
望
む
の
は
無

理
で
あ
る
。
然
し
て
洋
学
者
と
し
て
は
主
流
か
ら
は
離
れ
た
い
わ
ば

傍
流
の
座
を
占
め
た
江
漢
の
思
想
は
、
科
学
本
来
の
歴
輿
的
な
姿
と

し
て
」
は
洋
学
プ
ロ
パ
ー
の
発
達
と
共
に
あ
る
べ
き
も
の
ぞ
あ
っ
た
ろ

》
つ
。

　
洋
学
に
関
し
て
深
い
知
識
も
有
せ
ず
し
て
甚
だ
性
急
な
私
見
を
簡

単
に
ま
と
め
た
が
、
尚
今
後
の
研
究
に
ま
ち
た
い
。
喉
、
か
か
る
展

開
を
と
げ
た
と
考
え
る
洋
学
の
発
達
の
流
れ
の
中
で
、
攣
山
の
洋
学

研
究
を
如
何
に
捉
え
る
か
が
次
に
述
べ
る
問
題
で
あ
る
が
、
私
は
江

漢
に
み
た
思
想
の
働
き
、
洋
学
の
影
響
と
そ
の
消
化
の
伝
統
を
、
質

的
に
は
異
っ
た
点
を
も
つ
’
て
い
る
が
乱
射
の
洋
学
研
究
と
そ
の
戒
果

の
中
に
み
る
事
が
禺
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

⑦
　

「
蘭
学
事
始
」
に
「
通
詞
の
輩
も
只
か
た
仮
名
の
書
留
等
ま
で
に
て
、

　
撮
つ
か
ら
記
憶
レ
て
通
弁
の
御
用
も
弁
ぜ
し
に
て
年
月
を
経
た
り
。
」
　
と

　
あ
る
が
、
正
徳
以
後
は
南
蛮
譲
（
葡
・
蕗
語
等
）
が
廃
れ
、
薗
譲
研
究
が

　
煮
と
な
る
と
い
う
通
詞
の
諮
学
が
口
俵
の
み
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
や
は
り

　
正
徳
以
後
は
読
み
書
の
事
も
行
わ
れ
て
い
た
ろ
う
と
さ
れ
る
。
高
槻
未
知

　
生
氏
「
和
蘭
通
詞
の
薩
学
史
上
の
地
位
と
功
綾
」
（
歴
史
地
理
四
十
の
六
）
、

　
高
橋
鎭
一
院
「
洋
学
論
」
、
「
長
崎
と
海
外
交
無
偏
下
編
等
参
照

③
　
蒼
藤
阿
具
氏
「
徳
川
吉
宗
と
西
洋
交
化
」
　
（
史
学
雑
誌
圏
七
の
十
一
）

⑨
有
徳
院
御
実
紀
付
録
、
巻
二
十

⑳
御
触
君
寛
保
集
成
、
書
籍
板
行
等
之
部

⑪
　
「
外
学
商
始
」
に
「
世
人
何
と
な
く
彼
麟
持
渡
り
の
も
の
を
奇
珍
と
し
、

　
総
べ
て
其
舶
来
の
珍
器
の
額
を
好
み
」
と
あ
る
。

⑫
　
「
町
人
嚢
扁

⑧
辻
善
之
助
氏
「
田
本
文
化
史
顎
」

⑧
大
槻
二
二
修
「
新
撰
洋
学
年
表
」

⑱
瓢
村
出
監
「
蘭
鳶
足
局
の
創
設
」
（
史
林
一
の
三
）

⑯
坂
沢
武
雄
氏
「
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
」
（
儀
本
歴
史
新
霊
）

⑰
　
土
竃
元
俘
氏
「
新
学
の
先
駆
」

⑱
⑲
　
佐
藤
氏
「
洋
学
の
権
力
隷
属
化
に
関
す
る
｝
考
察
」

⑳
「
外
科
万
粋
類
三
唱
」
（
羅
山
文
集
巻
五
十
）
に
「
茜
域
之
技
術
及
外

　
圏
之
薬
石
、
流
昌
落
於
中
華
一
三
古
分
有
臥
之
、
鋼
理
学
二
以
兼
用
一
箇
乎
」

　
と
あ
る
。

⑳
　
海
老
沢
有
道
氏
「
切
支
丹
の
社
会
活
動
及
南
蛮
医
学
」

⑳
　
呉
秀
三
氏
「
和
薩
流
外
科
に
就
い
て
」
　
（
史
学
雑
誌
三
三
の
二
）
初
期

　
の
技
術
は
た
い
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
「
和
蘭
医
事
問

　
答
」
参
照

102　（542・）



下学史に関する一考察（大月）

⑳
富
庶
事
游
氏
門
窺
本
医
事
年
表
」
（
「
摂
社
医
学
史
臨
所
収

⑳
　
佐
藤
氏
「
洋
学
の
権
力
隷
属
化
に
関
す
る
一
考
察
偏

⑳
　
　
門
宇
下
人
鷺
臨

⑳
門
閑
あ
る
あ
ま
り
」

⑳
　
大
久
保
利
謙
氏
「
艮
本
の
大
学
」

⑳
　
「
通
航
一
覧
続
輯
巻
二
四
」
に
よ
る
と
文
化
六
年
以
後
、
英
．
露
語
研

　
修
が
命
ぜ
ら
れ
、
斎
藤
獅
二
三
の
「
ヅ
ー
フ
と
団
本
扁
に
よ
る
と
、
仏
語

　
を
ヅ
ー
フ
か
ら
教
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
長
崎
の
事
で
あ
ろ
ゼ
）
。
　
「
爾

　
漱
U
訳
局
」
は
「
蛮
君
和
解
御
用
」
姻
腎
と
よ
ば
れ
て
い
る
の
を
額
　
村
氏
が
「
蘭

　
書
三
局
」
の
名
で
統
一
さ
れ
た
。
蕃
警
調
所
の
前
身
で
あ
る
。
新
村
鐵
氏

　
「
蘭
書
訳
局
の
鰯
設
」
参
照
…

⑳
　
　
「
厚
生
新
編
」
（
昭
和
＋
二
年
複
刻
本
）
、
板
沢
武
雄
氏
「
厚
生
新
編
訳

　
述
考
」
　
（
史
学
雑
誌
四
三
の
八
）

⑳
佐
藤
氏
「
洋
学
の
権
力
隷
属
化
に
関
す
る
一
考
察
」

⑭
　
　
「
閾
訳
梯
航
」
後
付
俗
麟
二
通
の
第
二
懲
（
「
薬
水
存
饗
」
乾
）

⑳
　
伊
藤
盤
介
述
「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
話
」
　
（
名
家
談
叢
第
9
号
）

⑭
　
原
平
三
氏
「
爾
学
発
達
史
序
説
」
（
歴
史
教
育
十
一
の
三
）
、
沼
沿
次
郎

　
氏
「
幕
末
洋
学
史
」
、
岡
村
千
「
曳
氏
に
よ
る
と
、
寛
政
時
代
の
洋
学
聴
番
付

　
二
種
を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
三
年
聞
に
鞭
｝
名
の
洋
学
岩
が
増
撫
し

　
そ
の
呂
身
地
も
ほ
と
ん
ど
全
圏
に
わ
た
っ
て
い
る
。
（
「
紅
毛
智
慧
史
話
」
）

⑭
　
伊
東
玄
泰
氏
談
（
「
伊
菓
玄
朴
伝
」
所
収
）

⑳
　

シ
ー
ボ
ル
ト
「
R
門
本
臨
　
（
呉
秀
…
瓢
氏
「
シ
ー
ボ
ル
ト
ル
兀
生
其
生
涯
及
功

　
桀
」
所
収
）

⑳
　
欝
藤
圭
介
建
物
シ
ー
ボ
ル
ト
の
謙
」

⑰
　
小
関
三
姫
の
天
保
五
年
九
月
牽
積
付
書
翰
（
山
椙
章
太
郎
氏
「
小
関
三

　
英
と
そ
の
書
簿
」
文
化
五
の
三
・
四
・
六
．
七
・
八
）

⑳
　
慎
徳
院
御
実
記
巻
四

⑳
　
「
蘭
学
事
始
」

⑩
　
平
賀
鳩
漢
実
記
　
巻
三

⑬
罷
藤
鑑
英
氏
「
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
本
草
学
一
近
代
科
学
の
生

成
と
関
連
す
ゑ
畷
よ
り
…
」
（
東
大
教
餐
学
部
人
文
科
学
紀
要
節
士

集
）
泓
も
洋
学
の
影
響
は
間
接
的
に
は
考
え
ら
れ
る
粧
薩
接
的
に
源
内

　
の
思
想
や
学
隅
の
方
法
に
影
響
を
与
・
り
ん
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
唯
、
全

　
く
影
響
外
に
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
拙
稿
「
平
賀
源
内
の

　
思
想
に
関
す
る
…
考
察
」
　
（
人
文
研
究
六
の
九
）

⑫
　
「
和
弦
天
壌
」

⑬
⑭
⑤
　
　
「
灘
波
楼
筆
記
扁

⑱
「
和
蘭
天
説
凡
例
」

⑰
⑱
⑲
⑳
③
㊥
⑲
門
紫
波
楼
筆
記
」

＠＠＠＠＠

「
夢
之
代
］

佐
久
闘
象
山
「
省
響
録
㎏

闘
村
千
曳
雲
門
司
馬
江
漢
と
ワ
て
の
和
漢
藪
」

「
轟
波
楼
筆
記
」

岡
村
氏
「
前
掲
書
画

三

（「

g
毛
文
化
史
話
扁
）

〈ro43）

畢
山
が
洋
学
に
近
づ
い
た
動
機
は
肇
奮
で
書
、
文
化
＋
二
鵬



年
廿
三
歳
の
時
の
臼
記
、
「
寓
衝
堂
臼
寵
」
に
「
蕃
書
兇
」
と
あ
り
、

恐
ら
く
画
業
に
関
係
あ
る
図
譜
類
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
丁
度
畳

築
晃
に
就
て
画
業
一
筋
に
励
ん
で
い
た
頃
だ
が
、
こ
の
環
寵
の
中
に

は
宿
弊
に
悩
む
吉
田
長
淑
を
十
二
年
一
年
間
で
十
回
訪
問
し
て
い
る
。

吉
田
長
瀞
は
駒
谷
と
号
し
、
桂
川
甫
周
に
洋
学
を
学
ん
だ
内
科
医
で
、

高
野
長
英
。
小
関
三
英
の
師
で
あ
り
、
後
の
塁
山
と
長
英
・
三
皇
と

の
交
友
に
は
何
ら
か
の
役
を
果
し
た
人
で
は
・
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

が
、
画
業
の
上
か
ら
の
洋
学
へ
の
接
近
・
も
さ
る
事
な
が
ら
、
吉
田
長

淑
と
の
交
り
竜
、
そ
れ
に
就
て
具
体
的
な
竜
の
を
未
だ
み
な
い
が
、

初
山
の
洋
学
接
近
を
助
け
た
と
想
傷
豚
さ
れ
る
。

　
岡
村
千
曳
氏
に
よ
る
と
、
小
関
三
宝
が
世
話
に
な
っ
た
桂
川
甫
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

と
も
孝
友
と
し
て
親
交
が
あ
っ
た
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
攣

山
に
は
画
を
通
じ
、
洋
学
者
を
通
じ
文
化
末
年
頃
か
ら
洋
学
に
親
し

む
機
会
を
も
つ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
一
二
宅
貸
借
の
「
畢
山
先
生
略

⑭
伝
」
に
よ
る
と
、
滞
歳
（
文
政
五
年
）
の
頃
か
ら
画
風
が
変
り
洋
画

の
手
法
を
と
り
、
肖
像
画
に
妙
で
あ
9
、
ま
た
辮
二
歳
の
頃
か
ら
洋

学
に
心
を
傾
け
た
が
原
書
を
読
ま
ず
、
宵
岡
野
。
小
関
の
訳
…
冨
を
聞
き

編
冊
を
作
っ
た
と
い
う
。
こ
の
友
償
の
追
憶
は
、
洋
画
の
技
法
に
學

ん
だ
点
で
は
や
は
り
文
化
十
二
年
頃
か
ら
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、

高
野
・
小
関
の
訊
需
を
聞
い
た
の
も
帯
二
歳
の
頃
か
ら
と
は
と
ら
な

い
の
が
妥
当
で
、
高
野
・
小
関
と
は
天
保
初
年
頃
か
ら
の
交
際
ぞ
あ

ろ
う
。
と
も
か
く
友
信
の
記
憶
に
よ
り
、
文
政
後
半
欝
歳
頃
か
ら
洋

学
の
影
響
が
著
し
く
顕
在
化
し
て
き
た
事
は
肯
定
禺
来
る
。
畢
山
分

洋
学
が
具
体
的
に
は
ど
ん
な
文
献
か
ら
え
た
も
の
か
に
就
て
は
勿
論

残
存
す
る
史
料
竜
少
く
、
全
貌
を
う
か
が
い
え
ぬ
が
、
羅
山
金
集
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閃
保
8
）

収
め
ら
れ
た
「
客
座
録
（
天
保
筆
意
）
抜
葦
」
「
客
坐
掌
記
重
三
抜

葦
」
中
に
み
え
る
洋
書
の
覚
書
、
蘭
轡
目
録
あ
る
い
は
天
保
九
年
蔵

書
を
藩
公
に
献
上
し
た
時
の
「
進
書
目
録
」
中
に
み
え
る
も
の
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

げ
ら
れ
、
更
に
「
旧
幕
府
引
継
書
回
」
に
み
え
る
地
理
書
を
中
心
と

し
た
書
目
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
七
つ
と
込
客
座
録
、

客
坐
掌
記
が
い
わ
ば
メ
モ
で
あ
る
だ
け
に
内
容
も
断
片
的
覚
書
風
で
、

蘭
書
学
歴
も
医
学
書
が
多
く
、
　
「
引
継
書
目
」
の
ほ
と
ん
ど
が
地
理

轡
ぞ
あ
る
の
を
除
い
て
、
熱
心
な
知
識
欲
以
上
に
ま
と
ま
っ
た
志
向

分
野
を
見
臨
し
え
な
い
。
唯
、
華
山
の
勧
め
に
よ
り
、
「
毎
歳
春
長
崎

の
訳
鴬
野
蘭
使
節
の
貢
物
を
江
戸
に
献
ず
、
爾
時
必
ず
阿
蘭
国
書
を

齎
来
れ
ば
…
…
僕
（
友
信
）
を
し
て
資
を
傾
け
て
購
は
し
め
、
一
概

蘭
書
充
棟
に
及
べ
り
。
」
　
と
い
っ
た
有
名
な
友
僑
の
蔵
書
を
利
用
し

た
で
あ
ろ
う
し
、
吉
田
町
営
・
縫
規
甫
…
賢
や
鷹
見
泉
石
。
松
崎
憐
…
堂
、
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洋学史に閲する一考察（大月）

あ
る
い
は
高
野
。
小
関
等
の
友
人
か
ら
互
に
貸
し
借
り
る
事
に
よ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
洋
書
に
親
し
ん
だ
事
も
勿
論
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
容
は
畢
山
自
身

が
洋
学
者
と
し
て
の
研
究
を
始
め
た
の
で
な
く
、
そ
の
初
め
も
画
業

か
ら
入
っ
た
だ
け
に
、
内
容
は
雑
多
な
竜
の
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
後

述
す
る
如
く
畢
山
の
求
め
た
の
も
田
舞
そ
の
他
画
業
に
関
係
す
る
の

を
除
い
て
も
、
ま
つ
西
洋
を
知
ら
ん
が
為
の
資
料
と
す
る
の
を
中

心
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
彼
に
と
っ
て
可
能
な
面
に
及
ん
だ
で
あ
ろ

う
。
が
、
中
心
と
な
る
の
は
、
畢
山
が
「
常
に
小
関
・
高
野
の
二
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
招
き
、
地
回
歴
衷
の
類
を
読
ま
し
め
、
」
　
と
あ
る
よ
う
に
地
理
心

皮
の
類
ゼ
あ
っ
た
ろ
う
。

　
こ
の
攣
山
の
洋
学
が
初
め
爾
業
か
ら
の
親
し
み
・
で
あ
っ
た
と
は
い

え
、
や
が
て
地
理
歴
史
の
方
面
へ
入
っ
て
い
っ
た
契
機
は
何
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
か
。
海
防
と
内
政
へ
の
必
要
か
ら
と
濃
い
わ
れ
る
。
特
に
天
保
三

年
以
降
海
防
関
係
の
職
に
あ
て
ら
れ
て
か
ら
は
そ
の
研
究
に
拍
車
を

か
け
た
で
あ
ろ
う
が
、
小
藩
な
が
ら
田
原
藩
が
遠
州
灘
と
渥
美
湾
に

は
さ
ま
れ
た
渥
美
半
島
に
あ
る
関
係
か
ら
も
、
当
時
全
濁
的
に
盛
ん

に
論
議
さ
れ
た
海
防
論
を
背
景
に
ハ
藩
政
に
対
し
並
贋
な
ら
ぬ
熱
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
策
を
抱
き
苦
心
し
た
難
山
が
、
藩
政
の
上
か
ら
も
海
防
を
論
じ
策

を
講
じ
た
審
は
当
然
で
あ
っ
て
、
外
國
軍
艦
商
船
の
形
状
及
び
旗
織

を
画
い
て
沿
海
の
役
人
に
渡
し
、
藩
士
村
上
範
致
を
高
島
秋
帆
門
に

入
れ
、
あ
る
い
は
鉄
砲
調
練
に
力
を
注
ぎ
、
　
「
日
本
第
一
の
武
家
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

相
成
候
積
」
と
自
負
し
て
い
る
平
等
に
も
窺
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
鎌
倉
の
洋
学
研
究
を
進
め
た
契
機
と
し
て
海
防
問
題
を
あ
げ
え
よ

う
。
ま
た
岡
産
に
関
心
を
よ
せ
粛
粛
に
於
け
る
海
苔
製
造
に
力
を
つ

く
す
と
か
、
大
蔵
永
常
・
佐
藤
信
淵
を
招
き
、
そ
の
先
進
農
業
技
術

あ
る
い
は
独
自
の
農
業
経
営
策
の
藩
内
普
及
を
は
か
っ
て
い
る
が
、

そ
の
成
果
如
何
は
別
と
し
て
も
、
藩
財
政
の
建
直
し
は
年
害
役
と
な

っ
て
か
ら
は
特
に
彼
に
課
せ
ら
れ
た
重
大
な
責
務
で
、
理
想
的
で
は

あ
っ
た
が
、
　
一
途
な
経
済
策
に
当
っ
た
事
は
、
効
果
の
上
ら
な
い
永

常
に
対
す
る
不
満
等
か
ら
も
推
測
禺
来
よ
う
。
そ
う
し
た
面
か
ら
の

要
請
が
鍵
・
山
の
洋
学
研
究
を
意
識
的
に
更
に
進
め
た
事
も
あ
ろ
う
が
、

具
体
的
な
現
れ
は
み
ら
れ
な
い
し
、
内
政
面
に
関
し
て
は
攣
山
の
洋

学
は
西
洋
の
実
状
を
詳
か
に
し
た
程
度
で
終
っ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
や
は
り
彼
の
洋
学
研
究
を
質
量
共
に
前
進
せ
し
め
た
の
は
海
防

仏
画
、
広
く
は
勿
論
田
原
藩
を
含
め
た
幕
藩
体
制
下
の
外
交
問
題
か

　
　
　
　
⑲

ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
鰹
山
の
洋
学
研
究
が
画
譜
類
か
ら
の
画
法

摂
取
の
為
と
思
わ
れ
る
線
か
ら
、
交
友
の
影
響
援
助
を
え
て
程
度
を

高
め
、
蘭
語
を
解
さ
ず
と
も
そ
の
内
容
の
理
解
に
つ
と
め
そ
の
成
…
果
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を
ま
と
め
あ
げ
る
ま
で
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経
過
の
中
で
、

資
力
、
図
書
そ
の
他
の
援
助
を
与
え
た
三
宅
友
信
の
存
在
は
高
く
評

価
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
蘭
書
蒐
集
の
困
難
さ
は
友
信
に
よ

り
軽
減
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
高
野
長
英
に
挾
持
を
与
え
て
小

関
三
軍
と
共
に
そ
の
学
力
を
提
供
せ
し
め
た
事
は
、
時
期
的
に
は
文

政
末
以
後
天
保
に
か
け
て
、
畢
山
の
洋
学
研
究
の
内
容
の
質
量
増
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
と
解
す
る
事
が
禺
来
る
。
後
に
は
友
信
の

蔵
書
は
洋
学
者
間
に
有
名
と
な
り
、
友
信
の
巣
鴨
邸
に
集
る
人
も
少

な
く
な
か
っ
た
だ
け
に
、
直
接
聞
臨
画
出
に
与
え
た
影
響
は
強
く
、

彼
の
洋
学
研
究
は
友
信
と
そ
の
周
辺
を
研
究
の
中
心
的
な
揚
と
し
て

も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
か
か
る
畢
山
の
洋
学
研
究
の
環
境
と
そ
の
基
礎
が
生
み
撮
し
た
成

果
、
　
「
慎
機
論
」
「
西
洋
事
情
御
答
書
」
「
駄
舌
或
問
」
等
の
内
容
が

如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
に
就
て
、
佐
藤
昌
介
氏
は
、
彼
の
述
べ
る

と
こ
ろ
が
封
建
翻
の
補
強
を
目
的
に
し
て
い
た
に
し
ろ
、
そ
の
体
制

の
変
革
を
不
可
避
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
恩
愛
の
弓
丈
契

．
機
た
る
彼
の
洋
学
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
幕
末
洋
学
の
先
駆
的

意
義
を
担
う
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
彼
の
本
格
的
な
洋
学
研
究
開
始
を

要
請
し
た
内
政
に
対
し
て
も
、
実
学
重
視
、
結
局
は
実
証
的
合
理
精
神

を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
洋
学
的
知
識
を
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

践
化
し
た
と
い
う
証
跡
は
殆
ど
な
い
と
さ
れ
る
。
特
に
西
洋
文
化
優

越
の
原
因
を
実
学
と
実
証
的
合
理
精
神
に
見
禺
し
た
点
に
畢
山
の
洋

学
の
特
質
を
見
出
さ
れ
て
お
ら
れ
る
事
は
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ

う
。
然
し
今
後
の
問
題
と
し
て
は
そ
う
し
た
内
容
を
江
つ
華
由
の
洋

学
が
如
何
な
る
働
ら
き
を
な
し
た
か
、
畢
山
の
洋
学
受
容
の
動
機
に

つ
い
で
の
躍
進
の
原
因
が
学
問
的
と
い
う
よ
り
政
治
的
な
意
識
が
強

い
と
み
ら
れ
る
だ
け
に
、
受
容
後
の
歴
史
的
評
価
の
把
握
が
複
雑
に

も
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
「
弊
社
の
獄
」
へ
の
評
価
、
田
原
に
於
け
る
政

治
・
経
済
策
等
の
評
価
と
関
連
し
て
み
る
事
も
必
要
で
あ
り
、
よ
り

基
本
的
に
は
佐
藤
氏
が
江
川
家
所
蔵
史
料
か
ら
索
め
ら
れ
た
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
②

基
本
史
料
の
発
掘
竜
必
要
で
あ
ろ
う
。
私
も
畢
山
の
洋
学
研
究
の
成

果
に
よ
っ
て
彼
の
洋
学
の
性
格
の
藁
蒲
に
ふ
れ
て
み
売
い
と
思
う
。

　
…
準
山
の
学
問
観
の
一
端
を
窺
う
も
の
に
、
　
「
岡
原
藩
学
問
所
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
際
し
師
範
に
関
す
る
立
案
砿
が
あ
る
。
案
交
で
あ
る
が
、
師
範
と
．

し
て
、
「
其
身
よ
り
人
に
及
し
候
而
、
御
教
化
を
興
し
候
基
に
付
、

其
身
持
は
勿
論
」
条
理
こ
れ
あ
る
よ
う
に
心
得
さ
せ
て
い
て
、
　
「
近

世
学
問
の
儀
、
大
抵
訓
詰
…
詩
文
を
尊
墨
候
迄
に
て
、
所
得
を
以
て
施

行
致
候
も
の
無
レ
之
候
閲
、
実
行
第
一
に
心
掛
候
様
教
導
可
レ
有
レ
之
、
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其
内
不
忠
、
不
孝
、
不
弟
の
筋
有
レ
之
ば
、
奪
回
少
し
も
用
捨
な
く
督

　
責
可
有
之
商
事
し
と
あ
る
。
勿
論
「
実
行
は
第
一
の
事
に
候
得
共
、
学

　
問
不
レ
精
心
墨
は
、
施
行
も
亦
広
か
ら
ず
し
て
、
御
意
立
不
レ
申
候
間
、
」

　
と
い
う
ぶ
は
忘
れ
て
い
な
い
。
訓
詰
詩
文
を
排
す
る
の
で
な
く
、
そ

　
こ
に
と
ど
ま
っ
て
実
行
の
学
問
で
あ
る
譲
を
忘
れ
る
の
を
排
し
て
い

　
る
。
こ
の
笑
行
の
学
問
に
関
連
し
て
更
に
深
く
学
者
と
し
て
の
立
場

　
を
堀
下
げ
た
考
え
方
と
し
て
、
学
者
と
し
て
の
儒
看
に
対
す
る
不
満

　
を
表
明
し
て
い
る
。
「
唯
是
有
レ
心
者
は
儒
臣
、
儒
臣
亦
望
浅
ふ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

大
を
措
き
小
を
取
り
、
」
「
今
の
儒
者
は
之
を
弁
ぜ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、

「
沿
海
も
甚
だ
浅
く
、
己
を
捨
て
人
を
責
め
、
心
を
煽
て
満
塁
す
る
故

　
に
、
其
間
私
を
生
せ
ざ
る
事
不
レ
能
、
凡
そ
人
を
正
し
世
を
救
ふ
竜
の
、

巴
正
し
か
ら
ず
し
て
如
何
可
レ
致
哉
、
こ
こ
に
於
て
は
、
今
の
心
学
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
る
か
に
勝
れ
申
候
。
」
と
、
克
己
修
身
的
な
理
念
に
み
ち
て
い
て
、

ま
つ
人
間
と
し
て
の
修
練
を
重
視
し
て
い
る
。
儒
者
へ
の
不
満
で
あ

る
が
、
彼
の
学
問
観
の
根
本
が
嫌
え
る
し
、
ま
た
心
学
考
が
克
己
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

秀
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
事
竜
興
味
の
あ
る
点
で
あ
る
。
と
も
か
く

リ
ゴ
リ
ス
チ
ッ
ク
な
彼
の
尊
志
論
で
あ
り
、
学
問
論
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
う
し
た
心
構
え
の
上
に
於
て
、
実
行
の
学
問
を
蕊
署
せ
よ
と
す
る

精
神
主
義
の
墓
盤
は
鎭
・
山
の
根
本
的
命
題
で
も
あ
る
。
松
平
定
信
以

後
、
全
国
的
に
民
治
・
生
活
と
結
び
つ
い
た
実
学
が
冬
藩
の
藩
校
に

影
響
を
与
え
、
幕
藩
体
鋼
の
動
揺
と
共
に
各
藩
の
殖
産
興
業
の
基
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
な
る
傾
向
を
増
す
が
、
田
原
藩
も
同
様
、
経
済
の
建
直
し
に
は
実

学
が
必
要
で
あ
っ
た
し
、
攣
山
の
場
合
に
は
、
実
学
尊
重
の
基
礎
に

強
く
克
己
修
身
の
人
間
修
養
と
い
う
精
紬
畔
主
義
を
お
い
て
い
る
の
で

あ
り
、
い
わ
ば
実
学
は
正
に
技
術
と
し
て
の
価
値
を
強
く
認
め
ら
れ
、

「
学
問
不
精
候
而
は
、
施
行
も
亦
広
か
ら
ず
し
て
」
と
い
う
事
に
な

る
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
細
砂
の
学
問
観
、
あ
る
い
は
倫
理
観
の
上
に
、
宣
撫
密
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

政
治
観
・
封
建
制
度
観
が
組
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
洋
学
研
究
も

ま
た
同
様
ぞ
あ
る
。
　
「
蛮
社
の
獄
」
突
発
後
、
畢
山
が
も
っ
と
再
案

　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

じ
た
「
つ
ま
ら
ぬ
草
稿
し
は
、
　
「
三
月
中
半
紙
に
認
上
候
事
情
某
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

申
書
、
初
稿
に
て
あ
ま
り
過
激
に
付
」
と
述
べ
て
い
る
「
西
洋
事
済

　
　
⑫

御
零
書
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
江
川
太
郎
左
衛
門
の
求
め
に
応
じ
、

「
西
洋
諸
蕃
の
事
情
を
知
る
は
、
誠
に
今
日
の
急
務
」
と
存
じ
て
書

上
げ
た
草
稿
で
あ
る
が
、
世
界
の
地
理
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
ま
で
の
簡
単

な
欧
州
の
歴
史
を
述
べ
、
　
「
身
を
治
め
人
を
治
る
を
第
一
の
任
と
仕

出
故
、
開
才
藩
士
を
専
と
仕
、
学
校
の
盛
な
る
事
、
我
岡
唐
菜
の
及

ぶ
所
に
無
二
御
座
一
業
。
」
と
、
造
田
の
道
を
説
明
し
て
い
る
。
　
か
く
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て
「
学
術
実
践
を
以
て
天
地
四
方
を
審
に
致
し
、
入
を
育
し
、
国
を

広
め
逸
聞
、
今
は
地
球
中
一
竜
欧
羅
巴
諸
国
の
有
に
て
無
き
は
無
二

御
座
一
業
。
…
・
－
磁
器
国
を
古
来
よ
り
不
レ
失
も
の
は
百
蓄
妾
亜
と
我

r
国
の
み
に
御
座
候
。
存
嬉
し
候
得
ば
、
誠
に
心
細
き
事
に
御
座
候
。

然
る
に
不
レ
知
者
は
井
蛙
も
安
じ
、
鵜
鶴
竜
一
枝
を
頼
候
心
持
に
御

座
候
。
」
「
知
れ
ば
則
旛
戸
を
綱
難
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」
と
、
特
に

英
露
二
国
の
接
近
を
警
告
し
て
い
る
。
然
し
て
「
先
敵
構
を
審
に
仕

る
よ
り
先
な
る
は
無
レ
之
候
。
」
と
莫
露
に
就
て
述
べ
、
更
に
は
「
抑

西
洋
の
可
レ
恐
は
雷
を
観
て
耳
を
塞
ぎ
、
電
を
忌
で
目
を
塞
ぎ
候
事

を
第
一
の
悪
と
仕
候
。
」
・
と
万
事
理
を
窮
る
事
を
専
務
と
す
る
合
理

田
黙
約
心
に
．
静
仙
て
述
．
へ
て
い
る
。
　
導
師
蹄
を
伽
ル
頭
に
［
し
弘
κ
欧
州
の
発
展
の
基

礎
に
、
畢
山
は
「
開
才
選
士
、
学
術
実
践
」
を
お
き
、
更
に
西
洋
の
入

六
の
合
理
思
想
を
恐
る
べ
き
も
の
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
　
「
開

宴
造
士
、
学
術
実
践
」
を
「
克
己
修
身
、
学
術
実
践
」
と
し
て
屯
よ

か
ろ
う
。
　
「
御
三
黛
日
」
の
後
半
は
覚
書
風
の
も
の
と
な
る
が
、
　
「
西

洋
諸
圏
無
名
の
軍
は
興
し
不
・
申
候
閲
、
何
れ
に
屯
名
を
正
す
る
事

を
始
と
致
し
候
」
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
征
服
の
時
に
は
渡

海
の
妨
を
あ
げ
た
と
暗
に
鎖
騨
を
論
じ
、
「
権
地
球
に
及
候
洋
人
は
、

漏穴

ﾉ
大
敵
と
申
も
無
隠
り
有
レ
之
候
事
に
て
、
何
卒
此
上
は
御
数
庁
の

御
規
模
の
広
大
を
祈
る
所
以
也
。
」
と
結
ん
で
い
る
。
　
草
稿
σ
箇
条

書
で
は
あ
る
が
、
爾
洋
諸
国
の
進
歩
の
状
態
を
単
に
羅
列
し
て
あ
る

だ
け
で
な
く
、
群
山
の
思
想
を
根
底
に
、
そ
の
得
た
知
識
を
組
立
て
、

鎖
国
擁
夷
の
危
険
性
を
説
き
、
そ
れ
が
為
に
竜
大
敵
で
あ
る
洋
人
の

進
撮
に
備
え
て
幕
府
の
御
規
模
の
広
大
を
祈
っ
て
い
る
の
ぞ
あ
っ
て
、

江
川
の
依
頼
と
は
い
え
、
乙
原
藩
を
越
え
た
よ
り
筒
い
場
か
ら
の
対

策
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
⑨

　
「
慎
機
論
」
に
し
て
も
、
モ
リ
ソ
ン
来
訪
と
そ
の
打
払
い
論
題
に

直
接
刺
戟
さ
れ
て
書
か
れ
た
竜
の
と
は
い
え
、
そ
の
内
容
。
資
料
は

「
御
迎
書
」
か
ら
遠
く
爵
る
も
の
で
は
な
い
。
田
原
藩
と
し
て
「
海

防
の
綱
尤
厳
な
ら
す
ん
ば
あ
る
可
ら
ず
。
」
「
然
れ
ど
も
、
兵
備
は
敵

情
を
審
に
せ
ざ
れ
ば
、
策
謀
の
由
て
生
ず
る
所
な
き
を
以
て
、
地
理
、

制
度
、
風
俗
、
事
実
は
勿
論
里
巷
獲
談
、
戯
劇
、
環
屑
の
事
、
其
浮

説
信
す
べ
か
ら
ず
と
云
へ
ど
も
、
見
聞
の
及
ぶ
所
を
記
録
し
置
か
ざ

る
は
な
し
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
慎
機
論
」
は
未
定
稿
で
、

案
の
十
分
の
二
に
足
ら
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
恐
ら
く
文
章
等
か

ら
み
て
天
保
十
年
ま
ぞ
に
攣
山
の
得
た
洋
学
の
知
識
を
十
分
に
使
用

す
べ
く
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
冒
頭
に
、
田
原
藩
の

海
防
の
厳
な
る
べ
き
を
説
き
、
兵
備
に
備
え
敵
情
を
審
に
せ
ん
が
為
、
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見
聞
の
及
ぶ
所
を
記
録
し
て
お
い
た
と
い
う
事
は
、
龍
山
の
洋
学
研

究
の
大
き
な
促
進
剤
が
海
防
問
題
で
あ
り
、
そ
の
為
に
も
地
理
制
度

風
俗
そ
の
他
を
記
録
し
て
他
臼
に
備
え
た
研
究
方
法
の
一
端
が
窺
え

よ
う
。
内
容
は
前
述
の
如
く
「
御
捻
書
」
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
特
に
杞
憂
に
堪
え
な
い
の
は
、
鎖
國
で
あ
り
、
英
露
両
国
の

食
焚
に
名
目
を
与
え
る
事
に
な
ろ
う
と
案
じ
て
い
る
。
在
上
の
大
臣
、

要
路
の
権
臣
、
儒
臣
「
一
々
皆
不
痛
不
鷺
の
世
界
と
成
れ
り
。
今
夫

如
レ
此
束
手
し
て
憲
を
待
た
ん
か
。
」
と
痛
憤
は
し
て
い
る
が
、
韮
山

は
そ
の
事
へ
の
対
策
を
述
べ
な
い
。
唯
、
　
「
凡
政
は
拠
る
処
に
立
、

禍
は
安
ず
る
処
に
生
ず
。
今
国
家
拠
る
処
の
者
は
海
、
安
ず
る
処
の

者
は
外
患
、
…
…
徒
に
太
平
を
唱
ふ
る
は
固
よ
り
論
な
し
。
」
　
と
、

海
船
火
埋
に
長
ず
る
洋
人
に
対
抗
す
る
海
防
論
樹
立
を
希
求
し
て
い

る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
　
雄
山
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
　
結
論
に
於
て

明
瞭
さ
を
か
く
が
、
西
洋
事
情
を
述
べ
る
部
分
に
於
て
は
明
確
に
制

度
・
人
種
。
廿
云
術
に
煽
て
述
べ
、
　
「
西
［
洋
諸
㎜
閾
の
嚇
迫
と
す
る
陰
欝
道

と
す
る
所
、
道
理
に
於
て
は
、
一
有
て
二
無
し
と
云
へ
ど
も
、
思
見

る
処
の
大
小
分
異
な
き
に
あ
ら
ず
。
是
能
彼
を
審
に
す
る
者
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
盲
蓄
相
番
の
如
く
、
一
尾
一
瓢
も
象
は
即
ち
象
な
り
。
若

し
尾
を
撫
で
蒙
を
説
か
ば
、
垂
鼻
長
牙
又
い
つ
く
に
あ
る
や
。
」
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

鋭
い
合
理
的
な
観
察
を
下
し
て
い
る
。
ま
た
「
厭
舌
或
問
」
は
、
「
慎

機
論
」
「
御
答
書
」
を
書
く
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
。
勿
論
、
こ
れ
も
箇
条
書
覚
書
風
で
あ
り
、
自
己
の
異
趣
に
応
ず

る
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
内
容
も
豊
富
で
興
味
も
あ
る
。

そ
の
序
に
、
「
縛
勢
則
今
非
レ
古
。
故
以
レ
審
議
レ
長
者
、
膠
レ
柱
立
レ
琴

…
…
彼
躍
兜
之
革
、
可
玉
壷
作
p
鎧
、
彼
斯
之
革
、
可
二
以
濁
す
人
。
墨

譜
山
海
之
著
、
不
レ
厭
二
該
奇
ハ
　
非
”
資
以
備
レ
用
者
一
乎
。
若
夫
当
路

重
任
読
レ
之
、
有
戸
審
二
其
俗
一
町
二
二
其
変
｛
防
二
選
微
一
而
祉
巾
其
漸
上
、

無
下
以
漬
二
此
道
｝
者
上
、
余
望
外
之
幸
也
。
」
と
「
或
問
」
の
述
べ
ん
と

す
る
意
を
語
っ
て
い
る
が
、
所
謂
警
世
の
書
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
唯
荷
蘭
貢
使
、
親
衛
二
呼
号
ハ
　
的
素
的
見
、
是
以
而
可
レ
信
突
。
」

と
い
っ
た
実
証
主
義
的
な
感
覚
か
ら
、
　
「
夫
魏
髪
驚
限
之
倫
、
保
離

鴬
舌
之
言
、
錐
レ
不
レ
星
伝
レ
之
風
ワ
之
、
君
子
不
レ
知
則
己
、
知
レ
之

則
不
レ
滞
一
　
於
物
ハ
　
謂
二
葉
好
二
博
聞
多
識
｝
也
乎
哉
」
と
、
ま
つ
西
洋

事
情
を
説
き
、
特
に
当
路
重
任
の
君
子
に
知
ら
し
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
か
く
こ
れ
ら
の
書
の
、
書
上
げ
ん
と
し
た
意
図
そ
の

も
の
は
、
恐
る
べ
き
発
展
を
と
げ
た
西
洋
文
化
の
基
調
の
認
識
と
、

西
洋
諸
国
の
も
つ
破
壊
力
へ
の
警
告
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
然

し
、
そ
の
内
容
を
窺
え
ば
断
片
的
覚
書
風
で
あ
る
と
は
い
え
単
な
る
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西
洋
事
情
の
紹
介
で
は
な
い
。
　
「
或
問
し
の
成
立
が
六
年
間
の
洋
学

蒋
達
の
話
を
書
留
め
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
彼
等
と
畢
山
が
話
合
つ

た
事
柄
に
は
、
そ
れ
を
記
憶
し
撰
択
し
て
書
と
め
よ
う
と
す
る
際
、

自
己
の
社
会
に
対
す
る
観
察
。
反
応
を
反
映
し
て
い
よ
う
。
ど
れ
が

そ
れ
だ
と
指
摘
す
る
の
は
難
か
し
い
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
反
映
を

考
慮
の
率
に
入
れ
て
「
或
問
」
を
み
て
よ
か
ろ
う
。
恐
ら
く
華
由
が

お
し
た
の
で
あ
ろ
う
傍
点
の
あ
る
部
分
、
ニ
ィ
ー
マ
ン
が
江
戸
の
町

数
・
戸
口
そ
の
他
の
詳
録
を
問
う
に
、
　
「
江
戸
の
広
大
無
辺
な
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
り
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

以
て
、
誰
知
る
春
な
け
れ
ば
学
問
に
深
切
な
ら
ざ
る
と
て
笑
ひ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

と
そ
。
」
　
「
独
尊
外
卑
自
ら
耳
團
を
閉
て
、
井
蛙
管
見
の
弊
風
な
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

あ
る
い
は
「
都
爾
格
の
人
才
識
高
明
な
れ
ど
も
必
勝
を
謀
る
こ
と
克

　
　
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
．
　
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O

む
　
　

は
ず
、
学
問
上
達
を
学
び
下
学
せ
ず
、
此
を
以
て
秀
才
な
る
瀦
は
傲

陣
ゆ
灘
㌍
恥
瀞
を
炉
費
鯉
騨
統
帥
、
蔀
髄
馳
麹
⑭
撫
蜘
聖
伊
恥
塾

O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
　
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O

て
敏
捷
な
れ
ど
も
、
性
沈
実
な
ら
ざ
る
数
、
物
を
創
始
す
る
こ
と
不
レ

む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

能
、
此
を
吾
国
に
て
軽
脳
と
云
、
さ
れ
ど
其
敏
才
は
欧
羅
巴
人
の
及

ぶ
罪
な
ら
ず
、
別
て
我
江
戸
人
の
性
質
に
的
中
せ
り
。
」
ま
た
、
和
爾

で
十
田
も
か
か
る
解
体
を
日
本
で
は
一
日
で
し
て
し
ま
う
が
、
「
大

抵
十
日
又
十
一
二
日
も
掛
り
候
、
精
緬
に
す
る
に
は
眼
精
計
り
竜
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

日
計
り
か
か
る
べ
し
、
…
…
貴
国
の
一
日
に
せ
る
は
如
何
ぞ
や
。
」

等
の
部
分
に
は
深
く
感
銘
を
う
け
た
の
で
あ
ろ
う
つ

　
垂
由
の
洋
学
研
究
の
一
つ
の
成
果
で
あ
る
こ
れ
ら
の
著
作
の
内
容

が
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
が
海
防
へ
の
警
告
で
あ
り
、

自
己
茂
省
の
域
を
出
な
い
と
い
わ
れ
る
事
が
あ
っ
て
竜
、
西
洋
文
化

へ
の
適
切
な
分
析
評
価
、
実
学
の
尊
重
、
合
理
的
実
証
的
精
神
の
恐

る
べ
き
効
果
を
率
直
に
認
め
、
武
士
上
層
階
級
・
学
者
の
腐
敗
を
指

摘
、
世
界
状
勢
へ
の
速
か
な
反
応
と
判
断
を
要
請
し
て
い
る
事
は
注

意
す
べ
き
で
あ
る
。
司
馬
江
漢
の
烈
し
い
社
会
・
政
治
批
判
に
比
べ

る
と
そ
の
批
判
性
に
劣
．
る
点
が
あ
ろ
う
が
、
洋
学
研
究
の
成
果
を
自

己
の
思
想
の
中
に
取
入
れ
、
組
立
て
、
自
己
の
述
べ
よ
う
と
す
る
論

旨
を
整
え
て
い
く
点
に
於
て
は
、
江
漢
の
理
想
圏
視
的
な
摂
取
内
容
［

と
墨
バ
リ
、
や
は
り
一
歩
進
ん
だ
段
階
を
み
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

洋
学
看
と
し
て
で
は
な
く
、
一
人
置
藩
重
役
と
し
て
短
い
年
月
の
間

の
研
究
か
ら
、
い
ろ
ん
な
制
約
に
よ
り
著
書
と
し
て
の
形
を
な
さ
な

い
も
の
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
な
り
に
と
も
か
く
述
べ
ん
と
す
る

と
こ
ろ
を
明
確
に
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
畢
山
の
洋
学
研
究
の
出

発
、
経
過
に
は
つ
き
り
し
た
目
的
が
存
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
学
閥

と
し
て
は
不
十
分
で
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
天
保
期
と
い
う
変
早
期
の
．

中
に
あ
っ
て
政
治
社
会
批
判
の
仕
事
を
（
批
判
醒
反
封
建
と
い
う
事
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洋学史に関する一一一i考察（大月）

で
は
な
く
）
洋
学
研
究
と
い
う
新
し
い
立
場
か
ら
演
繹
し
て
い
る
三

山
の
思
想
は
、
罵
．
馬
脚
漢
の
系
譜
に
連
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
、
特
に
尚
歯
会
の
洋
学
研
究
、
あ
る
い
は
「
蛮
社
の
獄
」
を

へ
た
畢
顧
の
灘
学
研
究
に
ふ
れ
て
い
く
予
定
で
あ
っ
た
・
が
、
紙
幡
も

尽
き
た
の
で
別
の
機
会
に
譲
昼
た
い
と
思
う
。
十
分
に
論
旨
を
徹
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

せ
し
め
え
な
か
っ
た
が
「
爾
学
に
て
大
施
主
な
り
」
と
い
わ
れ
た
畢

山
の
洋
学
研
究
の
性
柊
…
究
明
に
填
て
上
述
の
見
解
が
幾
ら
か
で
も
役

立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。

註
⑲
　
岡
村
千
曳
氏
「
桂
川
露
…
賢
の
蘭
…
学
と
詩
書
画
」
　
（
前
掲
書
所
収
）

⑧
「
攣
山
全
集
簾
｝
巻
し
以
下
全
集
所
収
の
も
の
は
単
に
巻
数
を
示
す
。

⑧
「
幕
府
引
継
書
獄
」
甲
第
＋
七
働
町
奉
行
需
類
＋
繊
（
京
大
園
史
研
究

　
室
所
蔵
太
・
）
　
書
目
中
全
て
が
畢
山
蔵
書
で
は
な
い
が
多
く
が
そ
う
で
、

　
　
鮎
沢
信
太
錨
氏
が
「
渡
辺
陰
山
の
世
界
地
理
研
究
」
　
（
歴
史
地
理
七
九
の

　
　
一
・
二
）
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
現
存
書
に
就
て
は
、
　
「
鎖
岡
時
代
目
本
人

　
　
の
海
外
知
識
偏
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。

＠＠＠＠＠

「
雄
山
先
熱
略
伝
」
　
一
巻

拙
稿
「
化
政
・
天
保
期
の
思
想
史
的
一
考
察
」

「
「
錯
山
先
生
略
伝
」
一
巻

佐
卿
藤
氏
コ
獲
辺
界
｝
山
の
洋
憾
ず
砥
究
と
蛮
教
の
磁
獄
扁

文
政
元
年
正
月
一
臼
、
「
上
如
レ
此
御
薗
難
、
昏
方
も
拙
考
も
合
、
よ
り
心

　
か
け
候
は
ば
、
御
政
道
を
扶
植
可
レ
致
道
可
レ
有
レ
之
…
…
」
　
（
退
役
願
書

　
稿
）
と
、
友
人
等
と
誓
い
、
特
に
年
寄
役
に
列
し
て
か
ら
の
藩
政
励
生
策

　
の
実
施
に
曹
労
し
て
い
る
事
は
全
集
所
収
の
書
簡
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

⑰
⑧
　
拙
稿
参
照
。

⑧
天
保
二
年
の
「
馬
琴
日
記
」
に
、
「
豪
春
中
松
前
ア
ツ
ケ
シ
一
件
記
鍬

　
有
之
候
は
は
借
覧
い
た
し
度
扁
と
あ
り
、
広
い
意
味
で
の
外
交
に
意
を
摺

　
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑧
峯
由
が
真
木
重
部
兵
籍
に
送
っ
た
書
簡
（
其
四
）
に
、
「
テ
ッ
ポ
ー
書

　
も
追
々
相
集
り
、
御
下
屋
敷
に
て
は
羅
…
訳
相
成
候
」
　
（
一
巻
）
と
あ
り
、

　
災
鴨
邸
は
照
原
藩
の
天
文
台
的
存
在
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
峯
山
は

　
文
政
十
へ
年
御
側
用
人
と
な
り
、
友
信
付
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

＠
　
佐
藤
氏
「
渡
辺
畢
山
の
洋
学
研
究
と
蛮
社
の
獄
」

＠
佐
藤
氏
「
渡
辺
暴
山
自
筆
稿
本
『
外
国
事
情
譜
』
そ
の
僚
に
つ
い
て
」

⑳
　
二
巻

＠
　
　
「
慎
機
論
」
一
巻

㊨
　
　
「
真
木
重
郎
兵
衛
に
送
り
し
書
簡
其
｝
」
　
一
巻

⑯
　

「
守
困
乏
歴
」
一
巻
、
九
月
十
日
条
「
夜
宇
八
、
お
ゆ
り
赤
井
祖
撮
の

　
た
め
に
心
学
の
講
釈
を
す
」
、
　
全
集
本
に
心
字
と
あ
る
の
は
心
r
学
の
誤

　
（
「
蘂
術
研
究
」
，
一
〇
七
号
所
収
の
「
守
緻
臼
歴
」
に
よ
る
。
）
」

＠
　
笠
井
助
治
氏
「
近
麩
城
下
町
に
於
け
る
藩
…
校
の
位
署
と
学
問
教
育
に
対

　
す
る
態
度
」
　
（
史
学
研
究
四
一
号
）

⑯
　
田
原
藩
の
経
済
に
就
て
は
、
入
交
好
脩
氏
「
渡
辺
畢
山
」
　
（
経
済
史
学

　
七
輯
）
参
照
。

⑲
例
え
ば
「
真
木
重
鄭
兵
衛
に
送
り
し
書
簡
其
二
」
（
二
巻
）
に
「
泓
愚
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案
に
は
、
兼
て
御
話
串
候
通
、
御
勝
手
は
第
二
番
め
に
心
得
難
在
候
。
：
：
：

　
尤
ど
れ
よ
り
な
り
と
も
極
意
は
同
じ
事
な
れ
ど
も
、
愚
案
は
遅
緩
な
る
方
、

　
又
無
為
の
方
、
…
…
今
批
の
大
名
は
、
大
名
の
力
無
レ
之
処
、
君
侯
は
其
名

　
に
泥
み
、
家
来
は
其
霧
に
励
み
、
上
よ
り
下
を
察
せ
ず
、
下
よ
り
上
を
察

　
す
る
こ
と
な
く
、
…
…
然
る
上
は
縛
勢
に
は
、
一
向
手
を
照
影
レ
巾
方
可
レ

　
然
、
何
れ
に
も
貧
乏
に
て
ツ
ブ
レ
た
る
大
名
決
し
て
無
レ
之
、
…
…
其
上

　
子
を
思
は
ぬ
親
は
な
く
、
君
を
思
は
ぬ
臣
は
な
か
る
べ
し
、
教
化
次
第
に

　
て
、
人
心
其
実
に
反
り
可
レ
藩
候
。
骨
折
は
右
に
あ
る
べ
し
、
」
と
。

⑩
　
　
「
麹
町
一
件
日
録
」
所
収
書
簡
　
一
巻

⑭
　
　
「
獄
中
よ
り
江
川
太
郎
左
衛
門
に
寄
せ
し
密
君
扁
一
巻

＠
　
一
巻
、
佐
藤
氏
発
見
の
「
外
臨
事
情
書
」
も
あ
る
が
、
今
は
全
集
本
に

　
よ
る
。

⑧
　
一
巻

⑧
　
一
巻
、
「
忍
男
の
卜
書
扁
（
一
巻
）
に
、
　
「
私
儀
主
人
領
分
三
州
田
原
、

　
遠
…
州
洋
中
へ
出
張
候
場
所
に
て
、
私
儀
海
岸
掛
掘
心
得
罷
在
職
に
付
海
防

　
乎
当
は
勿
論
、
蛮
国
の
事
情
に
通
じ
、
主
入
之
輔
…
翼
に
相
成
度
心
底
」
か

　
ら
天
保
三
年
頃
よ
り
、
長
英
・
三
英
・
幡
崎
鼎
よ
り
追
々
闘
い
て
い
た
も

　
の
を
考
訂
、
ま
た
薩
人
の
話
等
を
載
せ
、
付
録
と
し
て
湊
長
安
そ
の
他
か

　
ら
驚
い
た
ニ
イ
ー
吋
、
ン
の
話
を
加
え
た
も
の
。
こ
の
「
鴬
舌
或
問
」
の
内
・

　
容
一
が
、
峯
山
が
本
格
的
に
洋
学
研
究
を
始
め
て
か
ら
の
蓄
積
だ
と
す
る
と
、

　
攣
山
の
本
格
酌
な
洋
学
研
究
が
始
め
ら
れ
た
の
は
天
保
三
年
以
前
、
少
く

　
と
も
文
政
末
か
ら
天
保
二
年
頃
ま
で
に
な
ろ
う
。

㊥
　
赤
井
厳
薫
「
奪
紅
秘
事
偏

1ユ2 （552）
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f
、
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史
蟻
・
研
究
会
十
二
月
例
会

左
記
に
よ
り
十
工
月
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
参
集
下
さ
い
。

講焔硝
舗
演
題所旺寺

、
一
丸
《
｛
重
く
Σ
．
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

牽
二
月
七
旦
土
）
午
後
蒔
西
時
　
　
　
　
　
　
∵

京
都
大
学
楽
友
会
館
（
市
電
近
衛
通
下
車
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
歴
史
家
と
そ
の
時
代
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poli毛ical　organ量zat圭。礁．fro撫漁e　rule　of　con＄a玉｝guiheal　group．

　　　　　Disquietude　of　the　Spirit　e’f　Renaissance

Struggle　between　two　cultural　’spheres　altd　ontlooks　on　the　world

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　’　Mitsgaki　Nagai

　　Free　from　the　general　interpretation，　we　are　going　to　clarify

where　tke　disquietude　o’E　ideas　from　the　fifteenth　to　tke　sixteenth

century　came　frorrl，　and　how　humanism，　tlae　world－outlool〈　of

literary　republic　Firenze，　in　the　cultural　sphere　o’S　Roine　acljusted

itself　to　and　struggled　against　the　penetration　of　logical　ancl　pra－

gmatic　world－ogttlook　’of　？adovcft－Averroism　originally　Arabian

in　the’ ?Ｒltural　sphere　of　River　Po．　IR　the　very　point　exists・

tbe　disquietude　o’E　the　ReiiaissaRce　spirk，　cind　the　close　contact．

of　Firenze　with　erient　broke　the　balance　between　t’wo　cultural

splieres．

AStudy　o難the　Hist◎ry　of施e　Western　Leaming（洋学）
　　　　　　　　chiefly　about　the　case⑪f　Kazan　Watanabe（渡邊峯1．．1．1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ak：ira　Otsuki

　　Nere　we　treat　Kazan’s（爵：劔．．のenviro脇e璃ill　which　he　began．

a捻ddeveloped　his　study，　and　his　laborious　works　S6砂。ガブyo－oko一．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムtaegalei（藤洋事情御答書），、Si・nleiron（馨丁幾言動），、　and　Oxetszsleifnon　（懲爽養

或匿Din　Order　tO　explai貧癒e　CharaCter　Of　hiS§tudy　Oll　the　We一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
s宅ern　learning．　We　have　a　specia1　coRcern　about　his　study’s　sys－

telllatizatioll　based　ola　his　view　of　learning　a亘d　ethics　and　his．

argtmaent　o11　the　politics　and　society　量1ユ　the　Tem／》o　（天保）　era

whe蕪it　was　the　better　t量組es　of　western－learning　history，　a王ユd

abou捷is　crltical　spir呈t，　as　a　i’esult　of　his　study　on　western　lea1㌦

nin9，　i賑spi£e　o董their　qualitative　differences，　inher量ted　from　Ko－

lean　Siha（司馬江漢）WhO　waS　OUt　Of　mai1｝Curre環沁the　histot’y

of　the　western　learnin9．

　　Many　works　o葺the　westem　learning　have　been　published　i11
．the　post－bellum　period，　such　as．Ba79tt7nats’as－Yogalezasi（幕兼洋学史）

byノ．　Numata（沼田次郎），　K∂mbb2・m2easiwa（紅毛文化史話）by　C．

Olgarnztra（閥村千艶），　many　moaographs　by　S．　Sato（佐藤観介），

c■lld　many　diSCOvered　reSOu1’Ces　Of　SOme　clanS．　ThankS　tO　these

（6圭4）



acl’iievements，　we　take　up　some　points　and　excftmine　the　studies

Qf　Kazan　and　Kok’an　on　the　western　learning，　especially　Kacan’s，

among　those　wlao　criticized　the　politics　and　soeiety　of　the　day

’from　each　standpoint　by　their　achievenaent　ef　the　western　learning

＆sac耳rre撹。負ts　history．

Development　of　the　Vocatioltcft1　Edgcation　in

　　　　　　　　　　the　Later　Meiji　Period

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　Masaru　Tokimoya

　　”i’he　moclern　educational　system　in　Japan　was　better　organized

with　the　intensi’fication　of　political　control　by　tlae　Meiji　admini－

Stration　by　wh量Ch　ma町，　eSPecially　higher，　eduCatiOnal　inStitU－

tions　were　establishecl，　to　ti“ain　the　leaclers　of　tlie　new　age．　The－

refore，　there　were　many　frictions　and　discrepaneies　between　the

European　school　eClucational　system　and　tb，　e　geiie’ral　public．　This

was　much　more　accelerated　by　the　fact　that　the　ptiblic　stilll　iveCl

in　the　feudalistic　rural　society．　ln　this　respeet，　there　are　many

questions　becatise　of　the　close　relation　of　the　cemnaon　life　with　the

coimnolt　education　as　well　as　the　vocational　education．　As　a　part

of　the　productive　and　industrial　enterprise　policy，　the　government

endeavoured　to　foster　the　higher　lnstitutions　of　vocational　eclu－

cation　early　in　time，　and　established　for　the　first　time　the　lower

vocational　schools　all　over　tlae　country　since　the　first　industrial

revolution　a’fter　the　Sino－Japanese　War．　Even　in　this　case，　in

spite　of　tke　government’s　encouragement　o’E　establishing　teclmical

schools　for　the　・modern　industry，　actually　agricultural　schools

commanded　a　inajority　and　many　of　them　were　established　as　a

suppleinent　of　elementanry　scheol　curriculum．　The　discrepancies
between　one　system　and　its　aetualization　are　remaii〈able　hi　case

ef　the　rapicl　trahsplantation　of　advanced　civilization．

The　growth　aRd　recoRstruction　of　the　Yuaikai．（友愛会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　Takayoshi　Matsuo

　　The　Yuaikai，　（x／i’i・｝1｛iXkOl」e－fSk）　wliih　ha（1　beceme　afterwards　＃he　Japanese

Federation　of　Labor，　is　the　irnmediate　ancestor　of　the　labor　move一

（　613）


